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[ この 文書 は パブ リッ ク ・ ド メイ ン と し て 公開 し ます 。 
ここ に 書か れ た 内 容 は 

(法律 や 引用 文献 等 か ら の 制限 に 従う 限り ) 

自由 に 配布 や 再 利 用 し て 頂い て 結構 で す 。 ] 


は じ め に 


これ は 、 抽 著 、 
『 あ る 「 負 け 組 科学 者 」 の 人 生 の 記録 』 (パブ リッ ク ・ ド メイ ン で 提供 中 ) 、 
の 「 続 編 」 と 捉え る 事 も で きる 。 


し か し 、 そ の 体裁 は 、 別 の 抽 著 、 


『 あ る 「 負 け 組 科学 者 」 の 随筆 集 』 

や 

『 世 の 人 々 へ (番外 編 ) : ある 「 負 け 組 科学 者 」 の 随筆 集 2』 
(両方 と も パブ リッ ク ・ ド メイ ン で 提供 中 ) 


に 近く 、 
これ ら の 「 補 足 」 と 捉え る 事 も 可能 で ある 。 


ここ で 書か れ て いる の は 、 主 に 、 

私 が 2020/10/30 に 自殺 に 失敗 し て 強制 入院 させ られ た 
埼玉 医大 付属 病院 精神 科 か ら 退 院 し た 

20217/02/10 以後 、 
2021/06/24 に と うと う 自 殺 を 断念 する まで の 

心 の 葛 朋 お よび 変遷 で ある 。 

一 種 の 日 記 の 様 な も の だ と 思っ て 頂い て も 構わ な い 。 





その 他 に 、 
その 間 の 社会 の 動き 等 に 関す る 
私 の 感想 も 少々 書か れ て いる 。 


また 、 補 遺 と し て 、 
自殺 を 試み る 前 に 私 が 準備 し た 遺書 も 公開 する こと と する 。 


この 随筆 集 を 読ま れ た 皆様 方 が どう 思わ れる か は 
私 に は 良く わか ら な い が 、 

「 正 直 」 を モッ トー と し て いる 私 に と っ て 、 

これ ら 私 の 考え を 書き 記し 公表 する 事 は 

重要 な 事 だ と 思っ て いる の で 

そう する まで で ある 。 


未 筆 な が ら 、 

退院 後に 私 の こと を 壮 抱 強く 見 守っ て くれ た 家族 と 親類 、 
お よび 、 

医療 面 その 他 で 支え て くれ た 

埼玉 医大 付属 病院 精神 科 の 皆様 方 、 

つむ き ぎ 診 療 所 の 皆様 方 、 

そし て 、 秩 父 保健 所 と 秩父 保健 セン ター の 皆様 方 に 、 
心 の 底 か ら 、 感 謝 の 意 を 表す る 。 





2021/06/28 (月 ) 


江 澤 河 
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私 の 決断 
江 澤 潔 [2021/04/10] 


本 日 (2021/04/10) 、 イ ンタ ーネット で 
自殺 の 方 法 に つい て 幾つ か 調べ て みた 。 
その 結果 、 以 下 の 様 で ある らし いこ と が 分 か っ た 。 


1 、 切 腹 
、 ひ どい 苦痛 が 長く 続き 、 す ぐに は 死ね な い ( 丸 1 日 以上 か か る こと も ある ) 。 
よっ て 、 効率 よく 死ぬ に は 、 そ れ に 続い て 何 か 追加 の 手段 を 講じ る 必要 が ある 。 
、 が 、 苦 痛 が 激しかっ た 場合 に 追加 の 手段 を 実際 に 講じ られ る か 不明 。 


2、 舌 を 噛み 切る 
、、 よ く ド ラマ や 映画 等 で 見 られ る 手段 だ が 、 
実際 に は 、 死 ね る 確率 は 低い らし い 。 

















3、 頸 動脈 を 切る 
、 う まく 切れ れ ば か な り 効 率 よ く 死ね る 様 だ 。 
、 し か し 、 鏡 で も な いと 見 えな い 状 態 で 旭 わ な いと いけ な い の で 、 
うま く 切 る の は 結構 難し い 。 
(表面 か ら 3cm ほど の 深 さ に ある 事 が 、 成 功 を より 難し くし て いる 。) 
、、、 実際 、 私 は 以前 (2020/10/30) これ を し よう と し て 失敗 し た 。 


4 、 首 吊り 
、、、 か な り 効 率 が 良く 、 確 実 性 も 高い 方 法 ら し い 。 




















[ 決断 ] 


当初 の 予定 で は 、 





切腹 -> 頸 動脈 を 切る -( 失 敗 )-> 首吊り も し く は 舌 を 噛み 切る 





を 想定 し て いた が 、 

切腹 の 苦痛 の 元 で 首尾 よく 頸 動脈 を 切っ た り 首 吊り する の は 

非常 に 困難 で あろ うと 予想 で きる 。 

そう な る と 、 せ い ぜ い 舌 を 噛み 切る こと ぐら いし か で き な さ そう だ が 、 
それ に よる 致死 率 は か な り 低 いら し い 。 





そう な る と 、 最 初 の 切腹 を な くし て 
頭 動脈 を 切る か 首吊り あたり が 効率 良い 方 法 の 様 だ が 、 
頭 動脈 を 切る 事 自体 は (実際 に 前 回 失敗 し た 様 に ) か な り 難 し い 、 





そこ で 、 こ こ は 


スト レー ト に 首吊り 


を 選択 する の が 「 最 上 策 」 と 言え る の か も し れ な い 。 
(出血 等 も すく な い の で 、 発 見 者 の トラ ウマ も あま り 大 きく な ら な か ろう 。) 


も と も と 、 切 腹 を 目指 し た の は 、 

自分 の 「 名 誉 」 を 保つ 為 で やあ っ た が 、 

その せい で 「 和 失敗 』 し て し まっ て は 元 も 子 も な い 。 
従っ て 、 

ここ は 「 恥 」 を 忍 ん で 、 

「 名 」 を 捨て て 「 実 」 を 取る 、 


方 針 で 行こ うと 思う 。 


2021 年 4 月 12 日 
江 澤 潔 [初稿 : 2021/04/12: 改定 : 2021/04/13&14] 


2021 年 4 月 12 日 (月 ) 、 

前 日 まで に 「 や る べき 事 」 を 大 体 す べ て 片付け た の で 、 

私 は いよ いよ この 世 を 去る べく 、「 三 度目 の 試み 」 を し た 。 
(ちな み に 一 度目 は 2020/10/30、 二 度目 は 2021/12/15、) 


方 法 は 、 先 日 ネッ ト で リサ ー チ し た 結果 、 
最も 確実 な 方 法 の 一 つら し いと 分 か っ た 「 首 吊り 」 を する こと に 決め て いた 。 


ロー プ は 、 ビ ニー ル 製 の よら れ た 荷造 り ロ ー プ を 4 本 より 合わ せ て 使用 する こと に し 、 
それ の 両端 を 「 も や い 結 び 」 で 輸 っ か を 作り 、 

それ を 実家 2F に ある 自分 の 居室 の ドア ノブ に 引っ 掛け て ロー プ の 中 央 部 分 

に 出来 た 輸 を ドア の 上 端 越し に 反対 側 に 持っ て き て 、 

そこ に 首 を か け て ドア の 反対 側 で 吊 ら れる 予定 だ っ た 。 


先ず 、 行 う 前 に 、 ロ ー プ の 中 央 部 分 の 輪っか に 手 を か け て 足 を 浮か せ て 
全体 重 を か け 、 ロ ー プ お よび ドア ノブ が 私 の 体重 を 支え 切れ る こと を 確認 し た 。 


そし て 、 今度 は 、 小 さ な 脚 立 を 使っ て 、 そ の 輪っか に 首 を 通し 、 
脚立 か ら 足 を 離し た 。 

の ど が 圧迫 させ る 感じ で グ エ グ 工 言 っ た 。 

それ を 続け て いれ ば 逝け た の か も 知れ な い が 、 

この 世 へ の 未練 が まだ あっ た の か 、 

それ と も 死 へ の 恐怖 を 感じ た せい か 、 

1 分 (30 秒 ?) も 経た な いう ち に 

再び 脚立 に 登っ て 「 首 吊り 状態 」 を 中 止 し て し まっ た 。 


今回 の この 失敗 で 、 よ う や く 私 は 気づい た 
(ある い は 「 思 い 出し た 」 と 言っ た 方 が 正しい か も 知れ な い ) 


私 は 実は 非常 に 「 勝 病 者 」 で ある こと を 。 


考え て みれ ば 、 こ れ ま で も 何 度 も 、 

「 人 生 の 転換 点 」 と で も いう べき 時 に 、 
思い 切っ て 「 一 歩 踏 出す 」 こ と が で きず に 
今日 まで 来 て し まっ た の だ ! ! 


こと の 「 騰 病 さ 」 が ある 限り 、 

「 逃 げ 場 」 の ある 状況 で は 

私 は あの 世 へ 旅立つ べく 「 最 後 の 一 歩 」 を 踏み 出す こと は で きそう に な い 。 
従っ て 、 次 回 は 

「 逃 げ 場 」 が な い 様 に も っ と 場所 と 状況 を 調え て 上 臨 ま な く て は な る まい 。 


も し も 、 
この まま 「 一 歩 踏み 出す 」 こ と が 出来 ず に ずっ と 居 た ら 、 


「 ハ ッ タ リ か まし 」 と 見 な され て も 致し 方 な い 。 


それ は 何と し て も 條 けた いと 思う 。 


今回 の この 失敗 で よう や く 「 膨 に 落ち た 」 こ と も ある 。 

それ は 、「 何 故 、 人 間 は 生き 続け よう と する の か ?」 で ある 。 
これ まで 頭 の 中 で 考え て も 、 

きっ と 「 生 存 本 能 」 の せい だ ろう 、 


くら い の 観 念 的 な 理解 し か し て な か っ た が 、 
それ で も どう も 「 貯 に 落ち 」 な か っ た 。 


し か し な が ら 、 今 回 の 失敗 を 通じ て 、 

私 自身 も 属し て いる 「 ヒ ト 」 (ある い は 「 人 間 」) の 

『「 生 存 本 能 」、 言 い 換え る な ら ば 、 「 死 を 恐れ 避け よう と する 本 能 」 
が 、 如 何 に 強い も の な の か 、 と いう こと を 思い 知っ た 。 


この 本 能 を 克服 し て 死に 至る に は 、 


よ ぼ ほど の 強い 意志 、 
ある い は 確実 に 迫り 来る 「 殺 害 者 」、 
も し く は 、 本 能 を 上 回 る ほど の 絶望 感 、 等 々 


を 要する の で は な か る ろう か 、 

と 感じ た 。 

私 は 人 生 に 絶望 し て いる 訳 で は な い の で 、 

これ は 生半可 な 「 覚 悟 」 で は 「 遂 行 」 す る の は 非常 に 困難 で あろ う 。 


と は 言え 、 

一 度 「 約 束 」 (ある い は 「 宣 
次 の 「 試 み 」 で は 、 

この 「 生 存 本 能 」 も 乗り 越え られ る だ け の 準備 を し て 臨 も うと 思う 。 


」) し て し まっ た も の は 仕方 な い の で 、 


忠 


[ 

また 、 も うー つつ 付け 加え る と 、 

人 間 に 備わっ た この 「 異 常に 強い 生存 本 能 』 は 、 放 っ て お いた ら 
必ず 将来 、 人 類 の 存続 を 妨げ る 「 足 か せ 」 と な る で ある ろう 。 

だ か ら 、 そ うな る 前 に 、 

我々 人 類 は どう に か し て この 「 異 常に 強い 生存 本 能 」 を 制御 する 術 を 
開発 すべ き で ある 、 と 私 は 改め て 感じ た 。 

] 


も うー つ 、 考 える べき こと は 、 
私 が 思い と ど ま っ た (も っ と 正確 に は 「 途 中 で 止め た 」) 時 、 
どう も 、「 何 か や り 残 し た 」 思 い を 強く 感じ て いた と いう 事 で ある 。 


つま り 、「 や り 残 し た 事 は も う 何 も な い 」 と 今 ま で 思っ て いた の は 、 
実は 、 自 分 自身 に ウソ を つい て いた 、 と いう 事 に な る 。 


し か し な が ら 、 こ の 時 、 私 が 「 何 を や り 残し た 」 と 思っ た の か ? 
は 実は よく 解ら な い 。 


ー つ 考え られ る の は 、 

私 の 「 最 後 の 研究 プ ロジ ェクト 」 (つま り 「ANEX 研 究 開発 プロ ジェ クト 」 ) 

に 関連 し て や り 残し た 事 (『 あ る 「 負 け 組 科学 者 」 の 人 生 の 記録 』 の 補遺 K に 記載 ) 
で ある が 、 

それ ら は も う 研 究 者 を 「 完 全 に 引退 し た 」 今 と な っ て は 

や る ろ る うと し て は 「 約 東 違反 」 に な っ て し まう の で 

する 事 は で き な い 、 と 自分 で も 納得 し て いる ハズ で ある 。 


と する と 、 考 えら れる の は 、 

私 の 姉 が よく 話し て いた 、 

『 あ る 「 負 け 組 科学 者 」 の 学習 ノー ト 』 の ( 各 人 節 よ り 細か い ) 各 項 目 を 
動画 化し て 公開 し よう 、 

と いう 「 プ ロジ ェクト 」 を まだ ほとん ど 手 つか ず の 状態 で 

姉 逢 に すべ て を 託し て この 世 を 去る こと へ の 「 未 練 」 で ある 。 

(姉達 に 申し 訳 な い 気持 ちと 、「 プ ロジ ェクト 」 か が 頓挫 する こと へ の 恐れ と 両方 ある 。) 


そう だ と する と 、 こ の 「 未 練 」 が な く な る に は 、 

「 プ ロジ ェクト 」 で 出来 る 私 な り の 貢献 を (ほぼ ) 完了 させ る し か 
方 法 は な い 。 

それ に は も う 少 し (数 週間 - 1 ヶ月 間 く らい ? ) 時 間 が か か り そ う だ が 、 
「 未 練 」 が ある 限り 、 

仮に 「 試 み 」 が 成功 し た と し て も 、 化 け て 出 て 来 か ね な い の で 、 

や は り 、 こ こ は 、 私 な り の 貢献 を 果たす まで 「 延 期 」 す る し か な か ろう 。 


2021 年 5 月 1 0 日 
江 澤 潔 [初稿 : 2021/05/141 


前 回 の 「 試 み 」 (2021/04/12) か ら ほ ぼ 一 月 経ち 、 
『 学 習 ノ フート 』 の 主 な 項目 の プレ ゼン ファ イル も ほぼ 出来 上 が っ た の で 、 
いよ いよ この 世 を 去る べく 「4 度 目 の 試み 」 を する つも り で いた 。 


まず 、 何 時 も の 様 に 9 時 ちょ っ と 過ぎ に 散歩 に 出かけ て 、 

家 に 帰っ た の は 1 0 時 2 0 分 頃 だ っ た 。 

(この 日 は 、 帰 る 途中 で 便意 を 催し た の で 、 ベ ルク の 南西 に ある 
公衆 トイ レ で 用 を 足し た の で 少し 時 間 が か か っ た 。) 


予め 用 意 し て お いた 遺書 、 遺 言 書 や 電子 ファ イル 等 お よび 貴重 品 等 を 
所 定 の 場所 に 置き 、 
自宅 内 の 首吊り を する 予定 の 場所 に 新聞 紙 を 敷き 、 小 さ な 脚 立 を セッ ト し た 。 


そし て 「 い よい よこ の 世 を 去る の だ 」 と 思っ た ら 、 

これ まで に 経験 し た こと が 無い 程 に 緊張 し て 来 た 。 

そし て 、 あ る う 事 か 、 ま た 便意 を 催し た 。 

あま り に 汚い 最期 も みっ と も な いと 思っ た の で 、 

トイ レ に 行っ て 用 を 足 そ うと し た ら 、 ほ ん の 少し だ け 便 が 出 た 。 
そし て 洗面 所 で 手 を 洗っ て いる うち に 、 

「 第 二 波 」 が や っ て 来 た の で 、 

また トイ レ に 入っ て 用 を 足す と 、 今度 は か な り の 量 が 出 た 。 
そし て ふた た び 洗 面 所 で 手 を 洗っ て いる うち に 、 

時 間 が 1 1 時 を 過ぎ て し まっ た 。 


これ は 下手 する と あと 1 0 分 前 後 で 家族 が 帰っ て 来 て 
発見 され て し まい 兼ね な い 時 間 で ある 。 


ネッ ト で 調べ て 、 首 吊り が 完遂 する の は 1 0 数 分 程 か か り 、 

また 、 も し 「 失 敗 」 す る と 、 脳 に 大 き な 後 遺 症 が 残り 、 

「 植 物 状態 」 に も な りか ね な いら し いこ と を 知っ て いた 。 

この 、 「 植 物 状 態 」、 だ け は どう し て も 避 けた か っ た : 
ほとん ど 意 思 も な いま ま 「 生 か され 」 続 ける 可能 性 が 高い か ら だ 。 
(また 、 こ う 言 っ た 自殺 未遂 後 の 医 療 に は 保険 適用 が な いら し い 
こと も ネッ ト に 書い て あっ た 様 な 気 が し た 。) 


従っ て 、 こ の 「 家 族 に 発見 され て 失敗 の リス ク を 避け る た め に 、 
今回 は 実行 を 見 送る こと に し た 。 


あの 、 実 行 開始 前 の と て つも な い 緊 張 感 と 

それ に 伴う 便意 は 、 

恐らく 、 私 の 身体 の 「 死 に た く な い 」 と いう 「 生 存 本 能 」 の 
表れ で あろ う 。 


つま り 、 

私 は 頭 で は 「 生 き 続 けた く な い 」 と 思い な が ら も 

身体 (ある い は 基本 的 潜在 意識 ) で は 「 死 に た く な い 」 と 思っ て いる 、 
と いう こと な の か も 知れ な い 。 

(実際 の と ころ は 良く 分 か ら な い が 、 ひ ょ っ と し た ら 

SNS で 「 死 に た い 」 と つぶ や いて いる 人 々 も 、 

似 た 様 な ジレ ンマ に 日 々 さい な まさ れ て いる の か も 知れ な い 。) 


まあ 、 致 し 方 な い 。 

実は 、 先 日 、『 学 習 ノ フート 』 を 見 直し て いた ら 、 幾 つか の 間違い を 発見 し て し まい 、 
それ が 気 に な っ て いた の も また 事実 で ある 。 

ここ は 、 こ れ ら の 間違い の 訂正 (第 2 弾 ) を 公表 し て 、 

「 こ の 世 へ の 未練 」 を で きる 限り な くし て か ら 、 

また 改め て 実行 し よう と 思う 。 


日 本 に お ける 英語 教育 
江 澤 潔 [初稿 : 2021/05/14: 改訂 : 2021/05/15] 


最近 は 、 英 語 教 育 の 始ま り が か な り 早 まっ た の で 、 

どう な っ て いる の か よく 分 か ら な い が 、 

少な く と も 我々 の 世代 (1960-70 年 代 生 まれ ) や その 前 後 が 受け た 英語 教育 で は 、 
(私 も 含め た ) 大 部 分 の 生徒 が 英語 を 喋れ る 様 に な ら な か っ た の は 

まぎれ も な い 事 実 で ある 。 

[ 私 が その 後 、 英 語 の 「 聴 き 話し 」 が で きる 様 に な っ た の は 、 

ひと え に 、 自 分 で 「 訓 練 」 を 数 年 に わた っ て 行っ た か ら で あ る 。 ] 


し か も 、 喋 れ な い だ け な ら 、 

「 そ れ は 、 読 み 書き に 重点 を 置い た 教育 を し て いる (た ) か ら だ 」 

と いう 言い 訳 が 成り 立つ か も 知れ な い が 、 

実際 の と ころ は 、 ど う や ら 、 

我々 の 世代 前 後 の 多 く の 人 々 は 、 「 読 み 書 き 」 も 満足 に で き な い 様 で ある 。 


[ ちな み に 、 私 の 場合 、 研 究 者 と いう 職業 柄 、 英 語 (論文 ) を 「 読 み 書き 」 す る の は 

「 必 須 業 務 」 だ っ た の で 、 (自分 で の 「 聴 き 話し 」 の 訓練 を 始め る 前 で も ) 
読み 書き は か ろう じ て 出 来 た 。 (た だ し 、 分 野 が 近い 論文 や 書物 に 限っ て だ が 、、、。) 
] 


私 が 思う に 、 こ れ は 、 
英語 を 受験 競争 の 「 ふ る い 」 と し て 使っ て いる 


日 本 の 教育 シス テム その も の に 問題 が ある の で は な か ろう か ? 
(同様 の 事 は 、 他 の 教科 、 例 えば 、 国 語 や 数 学 等 に も 言え る が 、、、) 


も う 少 し 説明 する と 、 

日 本 の 学校 教育 制度 で は 、 そ の 本 来 の 目的 (ある い は 目標 ) が どう で あれ 、 
生徒 の 成績 が バラ けた 方 が 都合 が 良い 。 

何故 な ら 、 も し も 皆 が (例え ば ) 「 百 点 満 点 」 だ っ た な ら ば 、 

それ より 上 級 の 学校 (高校 や 大 学 等 ) で 、 

レベ ル (例え ば 偏差 値 ) に よる 「 ふ る いわ け 」 が 成立 し な く な る か ら だ 。 


従っ て 、 学 校 で は 、「 す べ て の 生徒 が 出来 る 様 な 教育 」 で は な く 、 
『 一 部 し か 出来 な い 教 育 」 が 施さ れる こと と な る 。 

そし て 、 テ スト の 問題 も 、 本 当 に 重要 な 事 は 置い と いて 、 

重箱 の 隅 を つつ いた 様 な 「 難 問 礎 問 」 で 差別 化 を 測る 様 に な る 。 
そう こう し て いる うち に 、 

「 本 当 に 身 に つけ る べき 事 」 は 放っ て 置か れ て 、 

「 難 問 奇 問 」 に 対応 する 力 を 養う 様 な 

教育 に 変貌 し て いく の で は な か る ろう か 。 


英語 と いう の は 、 つ まる と ころ は 、 

単なる コミ ュ ニ ケー ショ ン (意思 伝達 ) の ツー ル (道具 ) に 過ぎ な い 。 
そう 考え る と 、 

本 当 に や る べき な の は 、 

(英語 を 通じ た ) 「 基 本 的 な 意思 疎通 の 仕方 」 を 

(掛け 算 の 九 九 の 様 に ) 徹底 的 に 「 身 体 に 叩き 込む お 」 こ と 

で あり 、 

(その 為 に は 、 (日 本 の 教育 で は 不 十分 な ) 基本 的 な 語 某 力 を 養成 する 必要 も ある ) 
それ が で きる 様 に な っ て か ら 、 

(英語 圏 で は 普段 めった に お 目 に か か る こと の な い 様 な ) 

も っ と 高度 な 文法 や 構文 等 を (「 特 殊 事項 」 として) 教えれ ば 十分 で ある 。 


し か し な が ら 、 ( 今 は どう だ か 知ら な い が ) 我々 の 頃 の 教育 シス テム で は 、 
そう いっ た 「 基 本 的 事項 」 を 「 身 体 に 叩き 込む 」 訓 練 は ほとん ど 行 われ ず 、 
テス ト に 出る 「 難 問 奇 問 」 に 対処 する 為 の 訓練 が 主 に 行わ れ て 来 た 

の で は な いか と 思う 。 


その 結果 、 大 半 の 生徒 は 「 落 ちこ ぼれ 」 て 、 
(英語 で の ) 十分 な コミュ ニケ ーション 能力 を 養う こと も な く 、 
「 卒 業 」 し て いっ た の で は な か ろう か ? 


何 度 も 繰り 返す が 、 英 語 は 所 誕 は コミ ュ ニ ケー ショ ン の ツー ル で あり 、 

適切 な 「 訓 練 」 を 受け させ すれ ば 、 誰 で も (少な く と も ある 程度 は ) 

使え る 様 に な る 代物 で ある 。 

それ は 決し て 、 一 部 の 「 で きる 」 人 た ち だ け の 代物 で は な い の だ ! 

それ が 証拠 に 、 英 語 圏 で は 、 英 語 は 3 歳児 で も 、 

ある い は 学校 に も まとも に 行け な か っ た 様 な 人 々 で も 日 常 的 に 使っ て いる の だ ! 

[ も ちろ ん 、 専 門 的 な 分 野 に いけ ば 、 (特殊 な 語 革 等 ) それ な り の 難し さ は ある が 、 
それ も 、「 基 本 」 さ え し っ か り 出 来 て いれ ば 、 そ れ ほ ど 難 し く は な いで ある ろう 。 ] 


英語 自身 は 決し て 難し いも の で は な い 。 

子供 の 頃 か ら 英 語 圏 に 居れ ば 、 ほ ば 自然 に 身 に つい て し まう で あろ う 。 

(も ちろ ん 、 大 人 に な っ て か ら 身 に つけ る の は 結構 大 変 で ある が 、 

それ は 主 に 「 日 本 語 (発音 お よび 語順 ) を 捨て きれ な い 」 こ と か ら 生 じ る 。) 


大 半 の 日 本 人 が 英語 を 「 難 し いも の 」 と 感じ て し まう の は 、 
臣 ら く こ の 、 英 語 を 「 ふ る い 分 け 」 の ツー ル と し て 長年 の 間 利用 し て 来 た 
日 本 の 教育 システム の せい で あろ う 。 


言い 換え て し まえ ば 、 

本 来 は 皆 が 英語 で コミ ュ ニ ケー ショ ン で きる 様 に する の を 目指 すべ き と こ ろ を 、 
その 「 本 来 の 目標 」 を 無視 し て 「 ふ る い 」 に 対処 する 術 だ け を 

(特に 「 で きる 」 生 徒 た ち だ け に ) 叩き 込 も うと し て 来 た 

せい で ある 。 

(そん な の は 「 間 違っ た 教育 法 」 だ と 断じて も 良い 。) 


その 結果 、 日 本 で は 、 英 語 が 、 

(本 来 な ら ば 適切 な 訓練 さえ すれ ば 誰 で も 使え る よう に な る 筐 の 代物 な の に も 関わ ら ず 、) 
何故 か 、『 イ ン テ リ 」 等 「 頭 の 良い 」 人達 だ け の 為 の ツー ル で ある か の 様 な 

『 錯 覚 」 が まん 延 す る こと と な っ た 。 

そし て その 「 錯 覚 」 (つま り イ メー ジ ) だ けが 一 人 歩き し 、 

英語 が で きる 人 は 皆 「 イ ン テ リ 」 で ある か の 様 な 誤解 も 広まっ た 。 


[ 実際 に は 、 彼 ( 女 ) ら は 単に 適切 な 訓練 を 受け た だ け か も 知れ な いし 、 
子供 の 頃 に 英語 圏 で 生活 し て いた だ け か も 知れ な いし 、 あ る い は 
た また ま 語 学 的 才能 が あっ た だ け か も 知れ な い に も 関わ ら ず 、、、。] 


も う 一 つ 、 日 本 人 の (正しい ) 英語 学習 を 妨げ て いた 要因 は 、 

日 本 で は 海外 の 書物 等 も (重要 な も の な ら ) すぐ に 和訳 が 出回る よう な 

シス テム が 確立 し て いる 為 に 、 

(常に 海外 の 最新 状況 と 向き 合わ な けれ ば いけ な い 人 々 を 除く と ) 

「 英 語 な ん か で き な く と も それ 程 困 ら な い 」 事 態 が 発生 し て いた 事 で ある 。 
つま り 、 

市 井 の 人 々 は 、 英 語 が で き な く と も 

これ と いっ た 不 自由 も な く 暮 らし て 行け た の だ 。 (少な く と も これ まで は 、、、。) 


それ が 、 近 年 グロ ー バ ル 化 の あお り を 受け て 、 
多数 の 外国 人 が 日 本 に や っ て 来る 様 に な り 、 
人 々 も 政府 も よう や く 「 こ れ で は いけ な い 」 こ と に 気づき 出し た の で ある ろう 。 


し か し な が ら 、「 英 語 は イン テリ だ け の も の 」 と いう 

長年 し みつ いた 「 誤 解 」 を 払拭 し な い 限 り 、 

また 、 上 旧来 の 、 英 語 を 「 ふ る い 分 け 」 の 道具 と し て 使用 する こと を 止め て 
誰 も が 英語 を 使え る 様 に な る 様 な 「 正 し い 訓 練 」 を 施す よう に な ら な い 限 り 、 
大 半 の (ある い は すべ て の ) 人 々 が 英語 を 使え る 様 に な る の は 難し か ろう 。 


こら 辺 の と ころ を 考え 直さ ず に いる と 、 


今 、 日 本 の 英語 教育 は 小学 校 か ら 行 われ る 様 に な っ た が 、 
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単なる 「『 ふ る い 分 け 」 の 「『 前 倒し 」 に 終わ っ て し まい 兼ね な い の で 、 
注意 が 必要 で ある 。 
[ ちな み に 、 


大 学 入試 の 英語 の 試験 を ( 英 検 や TOEIC や TOEFL 等 ) 検定 試験 の 結果 に 置き 換え る の に は 、 
私 は 賛成 で ある 。 
これ ら 検 定 試験 は あく まで も 英語 で の コミ ュ ニ ケー ショ ン 能 力 を 測る こと を 


目的 と し て いる か ら だ 。 

従っ て 、 テ スト の ほとん ど は (英語 圏 の 人 々 に すれ ば ) ご く 常 識 的 な 問題 で あり 、 
日 本 の 大 学 入試 等 で あり が ちな 「 難 問 奇 癌 」 の 類 は ほとん ど な い ( 符 で ある ) 。 
] 


で き う る な ら ば 、 (英語 に 限ら ず 、 国 語 、 数 学 、 そ の 他 で も ) 

これ か ら の 教育 は 、「 競 争 (ふる い 分 け ) の ツー ル 」 を 与え る の で は な く 、 
皆 が 基本 を 身 に つけ られ る 様 な 、「 落 ちこ ぼれ の 出 な い 教 育 

に 変わ っ て いっ て 欲し いも の で ある 。 


2021 年 5 月 1 7 日 


江 澤 潔 [初稿 : 2021/05/17-18] 


2021/05/10 に 「4 度 目 の 試み 」 を 見 送っ て か ら 一 週間 、 
気 に な っ て いた 『 学 習 ノ ー ト 』 お よび その 主 な 項目 の プレ ゼン ファ イル の 
誤り の 修正 (誤り 訂正 の 公表 も 含む ) も 終え 、 

いよ いよ 今度 こそ 「4 度 目 の 試 み 、 を する つも り で いた 。 


家族 に よる 発見 を 防ぐ 為 、 場 所 は 2021/04/12 の 「3 度 目 の 試み 」 と 同じ く 
2F の 自分 の 居室 で や る つも り だ っ た 。 

家族 に 気づか れ な い 様 に 、 い つも 通り に 朝食 と 昼食 を 食べ 、 

仮眠 を 取っ て か ら 午 後 2 時 ご ろ に 起き た 。 

そし て 、 

遺書 、 遺 言 書 や それ に 付属 し た SSD や USB メ モリ 、 

それ に 身分 証明 書 や 貴重 品 等 を 入れ た 洗面 器 を 

こたつ の 上 に 置き 、 

ドア の 下 に 新聞 紙 を 敷い て 小さ な 脚立 を 置い た 。 


そし て 、 

DIY シ ョ ッ プ で 購入 し た 直径 12mm の KP 製 ロー プ の 両端 を 
予め 「 も や い 結 び 」 で 輪っか に し た も の を 

片方 を ドア ノブ に 引っ 掛け て 、 

も う 片 方 を 自分 の 首 に 掛け 、 

ロー プ を ドア の 上 部 を 通し て 「 決 行 」 す る つも り だ っ た 。 


、、 し か し 、 怖 気付 いた せい か 、 
どう し て も 「 最 後 の 一 歩 」 を 踏み 出す こと が で きず 、 
また し て も 「 決 行 」 す る こと は 出来 な か っ た 。 


今回 の こと で 完全 に 明らか に な っ た の は 、 


私 は 実は 死ぬ の が 怖い の だ 


と いう こと で ある 。 


以前 どっ か で 「『 私 は 死ぬ の は 怖く な い 」 等 と 記し た こと が ある が 、 
それ は 間違い だ っ た 、 と いう こと で ある 。 

し か し な が ら 、 そ の 時 は 本 気 で そう 思っ て いた の で 、 

(故意 に ) 「 嘘 を つい た 」 訳 で は な い 。 

た だ 、 

それ まで は 実際 に 死 を 目前 に し た 経験 が な か っ た 為 、 
実際 に そう な っ た 時 の 感情 ・ 心 情 の 変化 まで は 

十分 に 想像 する こと が で き な か っ た の だ ろう 。 


ある い は 、 (2020/10/30 に ) 未遂 を 起こ し て 
入院 し 、 手 記 を (手書き で ) 書い て それ を 電子 文書 化し て いる うち に 、 
「 こ の 世 」 へ の 未練 が 生ま れ て だ ん だ ん 大 きく な っ て 来 て いる の か も 知れ な い 。 


それ で は これ か ら ど うす る べき か ? 


も う 自 殺 は 止め る べき か ? 

し か し 、 

睡眠 障害 等 の 諸 障 害 を 抱え た 私 が 社会 復帰 する の に は 、 

た だ で さえ 大 き な 困 難 を 伴う 上 に 、 

自殺 を 止め て し まっ た ら 、 

私 は これ か ら 「 嘘 つき 」「 ハ ッ タ リ か まし 」 の 閣 印 を 負っ て 

生き て いか ね ば な ら な い 。 

それ に 、 こ の 数 十 年 間 の 自分 自身 の 「 主 義 主張 」 を 覆し て 生き て いか ね ば な ら な い 。 


、、、 本 当 に それ だ け の 苦労 を する だ け の 価値 が ある の だ ろう か ? 
、、、 私 は それ は 怪し いと 思っ て いる 。 


それ と も 、「 怖 い 」 の を 克服 し て 自殺 を 完遂 すべ きか ? 

その 為 に は 、 

(私 に は 備わっ て いな いか も 知れ な い 程 の ) 勇気 を 振り 絞る か 、 

ある い は 「 怖 い 」 の を 克服 する 為 の 何ら か の 「 準 備 」 を し な けれ ば な る まい 。 


私 は 今 、 完 全 な る 「 ジ レン マ 」 に 陥っ て し まっ た ! ! 
、、「 進 む お 」 べ きか ? 「 退 ( ひ ) く 」 べ きか ?、、、 


し か し な が ら 、 も う 一 度 よ く 考 えて みる と 、 

私 は この 十 年 程 の 間 、 

「 (研究 が 終わ っ た ら ) 死ぬ 」 事 を 前 提 と し た 言動 を 取り 続け て 来 た 。 

そし て 、 そ れ に より 、 数 多く の 人 々 に 迷惑 を か けた り 不 快 な 思い を させ た り し て きた の で 、 
私 が 死な な い 限 り 彼 ( 女 ) ら の 気持 ち は 納 ま ら な い だ ろ う 。 


つま り 、 今 の 私 に は も う 、「 退 ( ひ ) く 」 と いう 選択 肢 は 残さ れ て いな い の だ ! 
だ か ら 、 
それ が どん な に 怖 か る うと 、 私 は 今 死な ね ば な ら な い の だ ! ! 


「 人 新 世 (じん し ん せい ) 」 三 人 類 が も た ら す 地球 の 危機 ? 
江 澤 潔 初稿 : 2021/05/19: 改定 : 2021/05/21] 


本 日 (2021/05/19) 、 い つも の 様 に 、 
tenkijjp で 本 日 か ら 数 日 後 ま で の 天気 を チェ ッ ク し た 後 で 、 
面白 い 記事 : 


地球 の 危機 ? 新しい 地質 時 代 「 人 新 世 」 を 考え る 。5 月 10 日 は 「 地 質 の 日 」 で す 
(tenkijp サ プリ 2021 年 05 月 10 日 ) - 日 本 気象 協会 tenkijp 
(https://tenkijp/suppl/grapefruit j02/2021/05/10/30389.html) 


お よび 関連 サイ ト : 


Lo : シリ ー ズ 70 億 人 の 地球 地球 を 変え る 「 人 類 の 時 代 」 
2011 年 3 月 号 ナシ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク NATIONAL GEOGRAPHIC.JP 
(https://natgeo.nikkeibp.cojp/nng/magazine/1103/feature02/index.shtml) 


に 出くわし た 。 


詳細 を は し ょ っ て 要点 だ け 述 べ る と 、 

地質 時 代 の 言葉 で は 、 こ れ ま で は 、 

現代 は 新生 代 の 第 四 紀 の 完 新 世 (1 万 1700 万 年 前 、 最 後 の 氷 期 の 終わ り ^ て ) 
に 属す る も の と され て 来 た が 、 2 1 世紀 に 入り 、 

新た に 「 人 新 世 (じん し ん せい / ひ と し ん せい ) 」(Anthropocene) 

と いう 「 地 質 時 代 」 を 設け て 

人 類 (活動 ) に よる 地球 環境 の 大 規模 な 変化 の 時 代 

を 完 新 世 と 区 別 する 様 な 運動 が 起こ っ て 来 て いる らし い 。 (文献 1 ) 


これ を 初め に 提唱 し た の は 

フロ ン ガ ス に よる オゾン 層 破 壊 の 研究 で ノー ベル 化学 賞 を 受賞 し た オラ ンダ の 化学 者 、 
パウ ル ・ ク ルッ ツェ ン (1933 て 2021 年 ) 

で 、 二 十 年 ほど 前 の ある 学会 で の 発言 で 『 人 新 世 」 を 提唱 し た 。 

その 後 、 そ の 概念 は 多く の 学者 達 に 受け 入れ られ 、 

彼 が 2002 年 に 科学 誌 Nature で その 概念 を 正式 に 発表 し た 後 で 、 

この 用 語 は どん どん 拡がっ て いっ た らし い 。 (文献 1、2) 


そし て 、2007 年 の ロン ドン 地質 学会 の 層 序 学 委員 会 ( 長 : ヤン ・ ザ ラ セ ウ ィ ッ チ ) 
の ある 会 合 で は 、 

2 2 人 の 層 序 学者 た ちの うち 2 1 人 が 「 人 新 世 」 の 概念 に は 意義 が ある と 答え 、 

これ を 地質 学 の 正式 な 研究 課題 と し て 検討 る こと と な っ た 、、、 ら し い 。 (文献 2) 





また 、 米 国 の 著名 な 生物 学者 、 ほ E・O・ ウ ィ ル ソン は 、 
「20 世 紀 に お ける 人 口 の 増加 パタ ー ン は 、 霊 長 類 と いう より 細菌 の 繁殖 パタ ー ン に 近い 」 
と 書い て いる 、、、 ら し い 。 (文献 2) 





更に は 、 現 代 の 人 類 活動 は 、 (将来 の ) 地層 に 


過去 5 度 程 あっ た 地球 規模 の 生物 大 絶滅 に 匹 散 する 様 な 痕跡 を 
残す だ ろう 、 と 多く の 科学 者 た ち は 考 えて いる らし い 。 (文献 1) 


つま り 、 

ノー ベル 賞 級 の 著名 な 科学 者 達 を は じ め 、 

世界 中 の 多く の 科学 者 達 が 、 

現代 に お ける ヒト の 爆発 的 な 人 口 増加 お よび その 活動 拡大 に よる 
大 規模 な 地球 環境 の 変化 (と いう か むし ろ 「 破 壊 」) 

に 大 いな る 懸念 お よび 憂慮 (ある い は 「 危 機 感 」) を 抱い て いる 、 
と いう 事 だ 。 


私 は これ まで 、『 随 筆 集 』 や 『 随 筆 集 2』 で 幾度 と な く 、 

人 類 の 行き 過ぎ た 「 活 動 拡大 」 に 警鐘 を 鳴ら し 、 

速やか に 「 活 動 縮小 」 に 能 を 切る こと を 提言 し て 来 た 。 

し か し 、 

私 は 所 座 、 名 声 も 権威 も な い 一 介 の 元 科学 者 に 過ぎ な い の で 、 

恐 らく ほとん どの 人 々 は 私 が 単独 で 言う こと な ど に は 耳 を 貸さ な いで ある ろう 。 
し か し な が ら 、 

私 が 行 (お こ な ) っ て 来 た こ れ ら 「『 和 警告 」 お よび 「『 提 言 」 が 、 実 は 、 
世界 中 の 科学 者 直 の 「 思 い 」 と 「 根 っ こ 」 を 共有 し て いる の だ ! 

と 知れ ば 、 

私 の 言う こと に も 耳 を 傾け よう と する 人 々 も 多少 は 増え る で ある ろう 
、、、 と 期待 し て いる 。 


と に か く 、 少 な く と も 多く の 科学 者 達 が 

この 、 現 代 の 人 類 に よる 「 愚 行 」 に 対し 、 

私 と 「 思 い 」 を 共有 し て いる 事 が 明らか に 分 か っ た 事 は 、 
私 に と っ て いさ さか 励み と な っ た 。 

















従っ て 、 も う 一 度 、 
地球 上 の 人 類 全 体 (と り わ け リ ー ダ ー 達 ) に 訴え る : 


も うい い 加 減 、 

「 人 口 増加 や 「 経 済 成長 」 を 目指 す の は や め て 、 
今 す ぐに で も 、 

「 人 口 減少 」 や 「 経 済 縮小 」 し な が ら も 

すべ て の 人 々 が 幸せ に 暮らせ る 様 な 社会 シス テム を 構築 せよ ! 


どる 


2021 年 5 月 21 日 
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本 日 こそ 、「4 度 目 の 試み 」 を 「 決 行 」 す る つも り で いた 、 

午前 中 に 朝食 と 昼食 を 取っ て 仮眠 を し 、 

午後 2 時 さろ る に 目 を 覚まし た 。 

し か し な が ら 、 

どう も 踏ん 切り が つか ず 、 そ うこ うし て いる うち に 時 間 ば か り が 過ぎ 、 
また し て も 「 決 行 」 を 見 送る こと と な っ た 。 


(ちな み に 、 前 日 まで 少し 便秘 気味 だ っ た の が 、 
本 日 は 2.5 日 分 くら い の 便 が 出 た 。 
や は り 、「 死 」 に 対し て 本 気 で 向き 合う と 便通 が 良く な る 様 だ 。) 


以前 、 私 は ある 随筆 を 書い て (題名 : 「 夏 休み の 宿題 」 ( 未 発表 ) 、 添 付 ) 、 
その 中 で 、 

人 間 が (時 宜 的 な ) 「 死 」 を 後回し に し て 長生 きす る 様 を 、 

夏休み の 宿題 を どん どん 後回し に し て 最終 日 に 泣き べそ を か き な が ら 片 付け る 
子供 に な ぞ ら えて 揺 搬 し た こと が あっ た が 、 

レコ 

~ ア ヽ ュ 

まさ に 自分 自身 が その 子供 の 様 な 状態 に いる 事 が 

と て つも な く 情 け な く て 恥ず か し い 。 


( 他 の 人 々 に あて て 書い た つも り の 随筆 が 、 今 、 
ブー メラ ン の 様 に 自分 自身 に 戻っ て 来 て いる 感じ だ ) 


、、、 この まま で は いけ な い 、、、 
、 ヽ 、、 潔 よ 、 勇 気 を 振り し ぼれ ! ! 


夏休み の 宿題 
江 澤 深 [ 補 稿 : 2018/12/27: 改定 


夏休み の 宿題 に 苦い 思い 出 を 持つ 日 本 人 は 多い こと と 、 私 は 推測 する 。 


よく ある パタ ー ン は 、 

夏休み 中 、 宿 題 を 「 後 回 し 」 し 続け て 

遊ん だ り ぐ うた ら 過 ご し た り し 、 

最終 日 に 泣 き べ そ を か き な が ら 宿 題 を 無理 や り 片 付け る 、 
と いう も の で ある 。 


(ちな み に 私 事 で 恐縮 だ が 、 
私 は 夏休み の 宿題 は (日 記 と 自由 研究 以外 は ) 最初 の 一 週間 で すべ て 片付け 、 
休み の 残り は 自分 で 必要 と 思っ た 勉強 を し て いた 。) 


今 の 、 や た ら と 長生 き し た が る 傾向 は 、 
この 夏休み の 宿 馬 の パタ ー ン と 非常 に 似 て いる と 感じ る 。 


(「 死 に つい て 」 (about_death.rtf) で も 述べ た が 、) 
「 死 」 は 単に 不可 避 で ある だ け で な く 、 


: 2019/01/131] 


次 世代 や 次 々 世代 の 「 生 活 の 場 」 を 確保 し 、 地 球 環境 を 正常 に 保つ 為 に 「 必 要 不 可 欠 」 で ある 。 
その 様 に 必要 不可 欠 な 「 死 」 を 後回し し 続け て いる と いう 意味 で 、 

最近 の 行き 過ぎ た 「 長 生き 願望 」 は 、 

夏休み の 宿題 を 後回し し 続け る 子供 達 と 似 て いる の で ある 。 


両者 の 大 き な 違 い は 、 

夏休み の 宿題 の 場合 、 そ れ を 後回し し て 「 泣 き べ そ 」 を か く の は 自分 自身 で ある が 、 
「 死 」 の 場合 、 そ れ を 後回し し て 「 泣 き べ そ 」 を か く の は 周囲 の 人 々 や 動植物 も 含め た 
「 国 家 」 や 「 地 球 環境 」 で ある 、 

と いう こと だ 。 


(一 応 、 誤 解 の な い 様 に 申し て お く と 、 

あな た の (家族 な ど ) 周囲 の 人 々 は (少な く と も 表面 的 に は ) 

恐らく あな た の 「 長 生き 」 を 心から 望ん で いる こと だ ろう 。 

(実は 、 か く 言 う 私 だ っ て ( 心 の 中 で は ) 家族 や 親友 に は 長生 き し て 欲し い 。) 
し か し な が ら 、 彼 ( 女 ) 達 は 、 そ の 「 長 生き 」 の 結果 生じ る も の 、 

例え ば 、 国 家財 政 の 破綻 と それ に 起因 する 生活 苦 や 

環境 破壊 と それ に 起因 する 自然 災害 な ど に 対し て 、 

いわ ば 「 間 接 的 に 」、「 泣 き べ そ 」 を か いて いる の で ある 。) 


追記 (2019/01/13) 

(これ まで に も 何 度 も 申し て いる が 、) 

あな た が 私 の 考え を どう 思う か は あな た 自身 の 自由 で ある : 

日 本 も 含め 民主 主義 国家 で は (少な く と も 建前 上 は ) 「 思 想 / 信 条 の 自由 」 は 保証 され て いる 。 
まあ 、 私 の 考え は 理性 的 & 論 理 的 に は ご くま っ と う で ある と 信じ て や まな い が 、 

私 は それ を 他人 に 押し 付け る 気 は 無い し 、 

特に 、 人 々 が 私 の 考え に (間違っ た 方 向 に ) 影響 され て 

(例え ば 老人 や 障害 者 な ど へ の ) 差別 が 助長 され る の は 良し と し な い 。 

くれ ぐれ も 申し て お く が 、 人 は 他人 に 自分 の 考え を 押し 付け て は いけ な い の だ 。 

(た だ し 、 そ れ を 踏ま えた 上 で の オー プン で 活発 な 議論 は 奨励 する 。) 


これ を 踏ま えた 上 で 、 上 記 の 議論 に 関す る 幾つ か の 想定 され る 反論 に 対す る 
私 の 返答 を 以下 に 与え て お く 。 


(反論 1 ) 「 俺 (私 ) だ っ て 昔 は 苦労 し て いた ん だ 。 ( 今 の ほほ ん と 生き て 何 が 悪い ?) 」 
(返答 ) 

(さく 少数 の 例外 を 除き 、) (私 も 含め ) 誰 だ っ て 苦労 し て た し 、 し て いる 。 
むし ろ る 、 本 当 に 苦労 し た 人 は 早死 に する 傾向 に ある 。 

(例え ば 、 幕 末 の 志 土 達 の ほぼ ほとんど は 、2 0 代 、3 0 代 で 死ん だ 。) 
だ か ら 、「 音 苦労 し て いた 」 こ と は 「 今 の ほほ ん と 生き て いる 」 事 の 

「 免 罪 符 」 に は な り 得 な い の で ある 。 

それ に 、 

「 自 分 は 昔 苦労 し た か ら 、 子供 や 孫 に は 楽 させ て あげ た い 」 

と いう の が 「 普 遍 的 な 人 情 」 で は な い だ ろ うか ? 

それ な の に な ぜ 、 あ な た は 、 

子供 や 孫 も 含め た 若者 達 の 「 お も し 」 と な っ て 、 

彼 ( 女 ) 達 の (現在 & 将 来 の ) 苦労 を 増やし 続け る の だ ろう か ? 





(反論 2) 「 俺 (私 ) だ っ て 、 生 きる の は し ん どい ん だ よ 。」 
(返答 ) 
それ な ら 今 す ぐ 生 きる の を 止め あれ ば 良い よう な 気 が す る が 、、、。 


そう すれ ば 、 す ぐに 「 楽 に 」 な れ ま す よ ! 
それ に 、 本 当 に し ん どい 人 な ら ば 、 す ぐに た め ら う 事 な く 命 を 絶つ で あろ う 。 
そう し な い の は 、「 実 は そ を ん な に し ん どく は な い 」 事 の 証拠 な の だ 。 





(反論 3) 「 俺 (私 ) が 死ん だ ら 、 家 族 や 友人 が 悲し お か ら 、、、。 」 
(返答 ) 

確か に そう か も 知れ な い が 、 そ れ は 、 

「 (遅かれ 早かれ ) 必ず 一 度 経験 し な けれ ば な ら な い 悲 し み 」 で ある 。 
だ っ た ら そ れ を 経験 する の は 今 す ぐ で も 1 0 年 後 で も 大 差 は な い 。 
むし ろ 、 (上 記 で も 述べ た が ) あな た が 「 後 回 し 」 す る こと に よっ て 、 
その 「 (あな た の 死 を ) 悲し む お 人々 」 の 苦し み は 増 す 一 方 な の で ある 。 
だ ら た だ ら 、 

いつ 人 生 を 終え る の が 最善 な の か は 、 ほ と ん ど 自 明 で あろ う 。 





2021 年 5 月 24 日 
江 澤 潔 [初稿 : 2021/05/24] 


本 日 も 「4 度 目 の 試 み 」 を 「 決 行 」 す る 踏ん 切り が つか な か っ た 。 
ー 体 、 何 が 私 に 「 こ の 世 を 去る 」 事 を た め ら わせ る の だ ろう か ? 


ー つ に は 、 

これ で 「 全 て が 終わ っ て し まう 」 事 へ の 漠然 と し た 不安 が あり そう だ 。 
私 は 、「 死 後 の 世 界 」 の 存在 に つい て は 半信半疑 、 も っ と 正確 に は 

2 0% 信 じ て 80% 疑 っ て いる 、 と いっ た 感じ で ある 。 

だ か ら 、 死 ん だ ら 全 て が 終わ る 事 を より 多く 信じ て いる と 言え る の で 、 
それ が (漠然 と な が ら も ) 怖い の か も 知れ な い 。 


そう は 言っ て も 、 そ れ だ け で は 、 
これ ほど まで 二の足 を 踏ん で いる こと の 説明 に は な ら な い 。 


も う 一 つ は 起 ら く 、 

「 何 か や り 残 し た 」 感 、 

言い 換え る と 、 

私 は 実は これ まで の 人 生 に 十分 に 満足 し て いな い 事 、 
が 背景 に ある の か も 知れ な い 。 


その 大 き な 要 因 は 、 恐 らく 、 
幾つ か の 事 が 私 の 望ん だ (そし て 予想 し た ) 通り に 進ん で いな い 事 で あろ う 。 


その 一 つ は 、 

私 の 「 最 後 の 研究 プロ ジェ クト 」 の 産物 で ある 

3 つの 論文 (LASTPIECE, ANEX, SRD Map) が 思っ た ほど 
学界 に イン パク ト を 与え て いな い 事 で ある が 、 


これ は これ ら 論 文 を 学術 雑誌 に 投稿 し て も 坊 ら く 無 駄 で ある 事 、 


お よび 、ArXiv や bioRxiv 等 の 公共 プレ プリ ント サー バー に 掲示 し 損ね た 事 


等 が 絡ん で いる の で 、 


これ 以上 は も うど うし よう も な い 。 (従っ て 表層 意識 下 で は 諦め て いる 。 ) 


も う 一 つ は 、 
私 が せっ か く 作 成 し た web サイ ト 
(https://sites.doogle.com/view/kiyoshi-ezawa-phd) が 、 


(例え ば ) “ 江 澤 潔 " や “Kiyoshi Ezawa" で 検索 し て も 全く 見 つか ら な い 為 に 、 


恐らく 世 の 人 々 の 目 に 止ま ら な い 事 態 が 起き て いる 事 だ 。 

も っ と 気合 を 入れ て 作り 直せ ば どう に か な る か も 知れ な い が 、 
それ に は 時 間 も 相 当 か か る し 、 そ こま で の や る 気 が 生 じ な い 。 
(従っ て これ も 表層 意識 下 で は 諦め て いる 。) 


し か し な が ら 、 
私 の 心 の どこ か (恐らく 深層 意識 ) に 、 
これ ら が まだ 諦め きれ な い 気 持ち が 残っ て いる の か も 知れ な い 。 


と は いえ 、 

これ ら は 結局 、 

私 自身 の 見 通し の 甘 さ と 詰め の 甘 さ の せい な の だ か ら 、 
も うい い 加 減 、 未 練 を 断ち 切る より 他 に 仕方 な か ろう 。 


少し 前 (3 月 さろ ) まで は 、 私 も 「 悟 っ た 」 気 で いた が 、 
それ は と ん で も な い 過 信 で あっ た 。 
実際 の 私 は 、 こ ん な に も 「 如 悩 」 に 囚われ て いる の だ ! ! 


いい 加減 、「 無 理 な も の は 無理 」 と 割り 切っ て 、 
この 世 へ の 未練 を 断ち 切ら ね ば な る まい 。 
、、、 さ も な いと 、「 更 に 酷い 状況 」 が どん どん 迫っ て 来 よ う 。 


2021 年 5 月 28 日 


本 日 も 「4 度 目 の 試み 」 を 「 決 行 」 す る つも り で 準備 を し た の だ が 、 
「 最 後 の 一 歩 」 が どう し て も 踏み 出せ な か っ た 。 

実は い 、 こ の 一 週間 (5/24 - 5/28) は 

毎日 の 様 に 「 決 行 」 す る 心 づ も り で いた の だ が 、 ど うし て も 

「 最 後 の 一 線 」 を 越え る 事 が で き な か っ た 。 


思う に 、 こ れ は 、 た だ 単に 「 死 へ の 恐れ 」 だ け で な く 、 
ここ で この 世 を 去ら な か っ た 場合 に 待ち 受け て いる 諸事 に 対す る 
『 非 現実 的 に 楽観 的 な 展望 」、 言 い 換 える と 、「 見 通し の 著しい 甘 さ 」 


江 澤 潔 [ 初 稿 : 2021/05/28] 


ス 


が この 原因 の 大 き な 部 分 を 占め て いる の で は な か ろう か 。 


先ず 、「 ま っ と うな 暮らし 」 を する 為 に は 、 

何ら か の 職 に 就 か ね る ば な ら な い が 、 

私 の 様 に 1 日 に 数 回 仮眠 を 取ら な いと 調子 が すぐ に 悪く な る 人 間 を 
雇っ て くれ る 様 な 職場 を 見 つけ る の は 大 変 だ し 、 

私 が 、 自 動車 を 運転 する の は お ろか 、 

乗る だ け で も 体調 が 悪く な る 状態 で ある こと が 、 

さら に 職 探 し を 難し くす る だ ろう 。 

(理想 を 言え ば 、 

時 間 の 縛り が な く 、 更 に 「 在 宅 勤務 」 が で きる 様 な 「 職 」 が 見 つか れ ば 
御の字 だ が 、 現 実は そう 甘く は な い だ ろ う 。) 


それ に 、 私 は も う 、 こ の ハイ テク な 世の中 に お いて は 、 
「 落 ちこ ぼれ 」 で ある こと が 、 職 を 得る の を 更に 難し くす る だ ろう 。 


[ これ ら は 、 今 まで 、 
すぐ に ( 間 も 無く ) この 世 を 去る つも り で いた が 為 に 、 
「 深 刻 な 問題 」 と し て 直視 し て 来 な か っ た 問題 で ある 。] 


そし て 、 

ここ で この 世 を 去る の を や め て し まう と 、 

これ まで の 「 前 提 」 が すべ て 覆 さ れる こと と な る の で 、 

これ まで すぐ に (まもなく ) 死ぬ こと を 前 提 と し て 取っ て 来 た 数 々 の 言動 に 対し 、 
「 被 害 者 」 達 に お 詫び を し て 回 ら な けれ ば な ら な く な る 。 
これ は 「 被 害 者 」 の 数 が 少な けれ ば 可能 か も 知れ な い が 、 
実際 に は 、 過 去 十 年 程 に 渡っ て 取っ て 来 た 言動 に 関わ る の で 、 
「 被 害 者 」 の 数 は か な り 多 く 、 ま た 、 広 範囲 に 渡る の で 、 
すべ て を 把握 する の は 、 実 質 上 、 無 理 で ある 。 

それ に 、 

私 が 今更 「 お 詫び 」 し た と ころ る で 、 

彼 ( 女 ) 達 の 気持 ち が 治 まる と も 思え な い 。 

(むし る 、「 や ぶ ぷ ぶ 蛇 」 に な る 可能 性 すら ある 。) 


と こう 考え て みる と 、 や は り 私 に は 、 


この 世 を 去る 


以外 の 選択 肢 は 残さ れ て いな い 様 で ある 。 


、、、 もう いい加減 、 覚 悟 を 決め て 、「 決 行 」 す る し か な か ろう 。 
、、、 私 の 「 居 場所 」 は 、 も う 、 こ の 世に は な い の だ か ら 、、、 


2021 年 5 月 3 1 日 
江 澤 潔 物 稿 : 2021/05/31 : 改定 : 2021/06/01] 


本 日 も また 、「4 度 目 の 試み 」 を 「 決 行 」 す る つも り で 準備 を し 、 
1 度 だ け で な く 2 度 、 ロ ー プ に 首 を か けた も の の 、 
「 最 後 の 一 歩 」 を 踏み 出す こと は どう し て も 出来 な か っ た 。 


ー 体 何 が ここ まで も 「 決 行 」 す る の を 妨げ て いる の で あろ うか ? 
これ まで に も 幾つ か 原因 を 考え て 来 た 。 
それ ら は 大 きく 分 け て 三 つ に 分 けら れる と 思う : 


1 、「 死 」 へ の (漠然 と し た ) 恐れ 、 言 い 換 える と 、 非 常に 強い 「 生 存 本 能 」 
2 、 こ の 世 へ の 、 あ る い は 何 か や り 残 し た 事 へ の 、 強 い 未 練 : 


3 、 こ れ か ら 生 き 続 ける こと を 選ん だ 際 に 待ち 受け て いる 諸事 に 対す る 
「 非 現実 的 に 楽観 的 な 展望 」、 つ まり 、 大 いな る 「 見 通し の 甘 さ 」。 


これ ら の うち で どの 要因 が も っ と も 支配 的 な の か 、 
お そら く 深 層 心 理 に 関す る こと な の で 、 
考え て みて も よく わか ら な い 。 


し か し 、 少 な く と も 表面 的 に は 、 も う 何 も 未練 は な いと 思っ て いる し 、 

これ か ら 生 き 続 ける こと の 難し さも 分 か っ て いる つも り で ある の で 、 

そう 考え る と 、 1 が も っ と も 支配 的 で 、 そ れ に 2 と 3 が 少し ば か り 混 じ っ て いる 
と いう こと な の か も 知れ な い 。 

と は 言っ て も 、 や は り 深 層 心 理 の 問題 な の で 、 

その 方 面 の 専門 家 に 診 て も ら わ な い 限 り は 

本 当 の と ころ は わか ら な い の か も 知れ な い 。 


し か し な が ら 、 こ の 問題 に 関し て も う 一 つ 、 
見 過ごさ れ が ち だ が 大 事 な 「 事 実 」 が ある 。 
それ は 、 


「 最 後 の 研究 プ ロジ ェクト 」 を 終え 、 

また 、 (入院 中 に 書き 溜め た ) 手記 の 電子 文書 化 お よび 

プレ ゼン ファ イル 化 を 終え た 今 、 

私 は 純粋 に 「 社 会 の 重荷 」 お よび 「 地 球 の 重荷 」 と 化し て し まっ た 


と いう こと だ 。 

つま り 、 

これ か ら は 、 私 が 生き 長らえ れ ば 長らえ る ほど 、 

社会 そし て 地球 (環境 ) へ の 「 負 担 」 が 積算 的 に 増え て いく 、 
と いう こと だ 。 


そう 考え れ ば や は り 、 
と ここ は 、「 生 き 長 ら え る 」 と いう 利己 的 な 選択 肢 を きっ ぱり 捨て て 、 
1 日 も 早く この 世 を 去る と いう 利他 的 な 選択 肢 を 選ぶ べき で あろ う 。 


マル クス ブー ム 
江 澤 潔 [ 初 稿 : 2021/05/31 : 改定 : 2021/06/01] 


NHK ニュ ー ス サイ ト の 記事 

[ 

Japanese readers look to Marx amid pandemic | NHK WORLD-JAPAN News 
(https://www3.nhk.orjp/nhkworld/en/news/20210530_03/) 


「 資 本 論 」 へ の 関心 高まる コロ ナ 褐 で "経済 格差 "な ど 意 識 か | NHK ニ ュー ス 
(https://www3.nhk.orjp/news/html/20210530/k10013058591000.html) 


日 本 で も ここ 数 ヶ月 ほど の 間 に 、 マ ルク ス の 『 資 本 論 」 に 対す る 関心 が 、 
若者 層 を 中 心 に 、 高 まっ て いる と いう こと を 知っ た 。 

(大 阪 市 立 大 の 斎藤 幸平 准 教授 の 「 人 新 世 の 『 資 本 論 』」 等 の 

「 資 本 論 」 関 連 書籍 が よく 売れ て いる そう だ 。) 


どう や ら コ ロナ 褐 の さなか で 、 
現代 の 資本 主義 が 生み 出し た 大 規模 環境 破壊 や 経済 格差 に 対す る 
問題 意識 を を 人 々 が 真剣 に 持ち 始め た こと が 原因 らし い 。 


私 は この 動き は 大 変 好意 的 に と ら え て いる 。 

アメ リカ 等 で は 、 既 に 数 年 前 か ら 社 会 主義 を 見 直す 若者 達 の 運動 が 広がっ て いて 、 

「 社 会 主義 者 」 の サン ダー ス 上 院 議員 が 民主 党 の 大 統領 予備 選挙 で 大 健闘 を 見 せる 等 、 
「 社 会 体制 の 変革 .」 に も つなが りか ね な い 程 の 大 き な 社 会 的 運動 と な っ て いる 。 
それ が 、 こ の コロ ナ 補 の 影響 で 、 

よう や く 日 本 に も 広 ま ろ うと し て いる の か も 知れ な い 。 


この 動き が 単なる 「 ブ ー ム 」 に 終わ ら ず 、 
日 本 で の 「 体 制 変革 」 に つなが る 様 な 大 き な 運 動 へ 育っ て 欲し い 。 
(た だ し それ は 必ず し も 共産 主義 化 を 目指 す も の で な く と も 構わ な い 。) 


た だ 、 

ー つ だ け 注 文 を つけ る と 、 

資本 主義 で あれ 社会 主義 (ある い は 共産 主義 で あれ 、 

今後 も 「 経 済 成長 」 を 目指 し 続け る 限り 、 

自然 環境 破壊 は 続く だ ろう か ら 、 

どう し て も 、 

で きる だ け 早 く ( 全 世 界 的 か つ 計 画 的 な ) 「 人 口 縮小 」 「 経 済 縮小 」 へ と 能 を 切る 必要 が ある 、 
と いう こと を 全 世 界 の 人 々 が 認識 し て 欲し い 。 


追記 2021/06/01: 

少し 関連 する か も 知れ な い が 、 

中 国 が 最近 、 各 夫婦 が 3 人 目 の 子 供 を 持つ の を 容認 する こと に し た らし い 。 
これ は 由 々 し き 問 題 で ある 。 

た だ で さえ も 人 口 の 多い 中 国 で これ か ら 更 に 人 口 が 増加 し た ら 、 

それ に よっ て 地球 環境 へ の 負担 が 余計 に 増え て し まう 。 

急速 に 進む 「 高 齢 化 問 題 」 へ の 対策 と いう こと だ が 、 

これ で は 「 毒 を 以 て 毒 を 制す 」 の よう な 感じ で ある 。 

も っ と 賢い 選択 肢 は な い の だ ろう か ? 


"人 と 比べ な い " 学 カテ スト 
江 澤 潔 科 稿 : 2021/06/021 


NHK ニュ ー ス サイ ト の 記事 : 


“人 と 比べ な い " 新た な 学力 テス ト 導入 広がる | 教育 | NHK ニ ュー ス 
(https://www3.nhk.orjp/news/html/20210602/k10013063991000.html) 


を 読ん で 、「 新 し い 学 カ テスト 」 が 注目 され て いる こと を 知っ た 。 
この 新しい テス ト (お よび それ に 関連 し た 動き ) は 、 


他人 と の 比較 で は な く 、 

自分 の 過去 の 結果 と 比べ る こと に より 、 
学力 の 伸び を 測り 、 

「 自 己 効力 感 」 や 「 や り 抜 く 力 」、「 勤 勉 性 」 等 の 
『 非 認知 能力 』 も 伸ばし て いこ う 


と いう 試み の 様 で ある 。 


2 0 1 5 年 か ら 埼 玉 県 で 始ま り 、 3 年 ほど 前 か ら ほ か の 自治 体 に も 広がり 、 
現在 で は 1 1 都府県 の 1 0 1 の 市 町 村 で 導入 され て いる らし い 。 


こう いう 、 
他人 と の 比較 で は な く て 個人 々 々 の 「 絶 対 的 」 学力 の 変遷 に 注目 する 動き は 、 
好ま し く 思 う 。 


それ に より 、 競 争 の 過熱 化 が 抽 えら れ 、 
より 多く の 子供 達 の 「 自 己 育 定 感 」、 そ し て 「 幸 福 感 」、 
を 増す こと に つなが る と 考え られ る か ら だ 。 


し か し な が ら 、 私 は これ だ け で は まだ 不 十分 だ と 思う 。 


な ぜ な ら 、 日 本 の 社会 で は 、 
「 人 生 を 決め る 」 入 学 試験 や 入社 「 試 験 」 の 多く は 、 ま だ 、 


他人 と の 比較 (すなわち 「 競 争 」) に よっ て 為 さ れ て いる か ら だ 。 


これ ら も 、 資 格 試験 の 様 な 、「 絶 対 的 評価 」 に 基づく 、 
他人 と の 競争 で は な い 試 験 に 変え る こと に よっ て 、 
真 の 、「 皆 が 幸福 に な り 得 る 社会 」 が 実現 する の だ ろう 
と 私 は 思う 。 


2021 年 6 月 3 日 
江 澤 潔 初稿: 2021/06/03] 


本 日 も また 、「5 度 目 の 試み 」 を 「 決 行 」 す る つも り で 準備 を し 、 
2、3 度 ロー プ を 首 に か けた が 、 や は り 、「 最 後 の 一 歩 」 を 踏み 出せ な か っ た 。 


私 の 健康 状態 や 残さ れ た 能力 、 そ し て 取り 巻く 状況 等 を 鑑み る と 、 
私 は も は や 死ぬ し か な いこ と は 頭 で は 分 か っ て いる 答 な の だ が 、 
いざ 、「 最 後 の 一 歩 」。 を 踏み 出 そ う と する と 

非常 に 強い 「 生 存 本 能 」 が 働い て 邪魔 を する 。 


思う に 、 

この 「 ド アノ ブ を 利用 し た 首吊り 」 と いう 手段 で は 、 

両足 が 床 に つい て し まい 、 「 (物理 的 な ) 退路 」 が 出来 て し まう の で 、 

「 決 行 」 を 阻害 し て し まう 様 で ある 。 

[ どう や ら 、 今 の 私 に は 、 

「 (物理 的 な ) 退路 」 が ある 状況 で も 「 先 に 進み 続け る 」 こ と は 出来 な い 様 だ 。] 


この 「 (自宅 の ) ドア ノブ を 利用 し た 首吊り 」 と いう 方 法 が 
目撃 者 / 発 見 者 に 対す る トラ ウマ が 一 番 少 な い 

(し か も 他人 に 目撃 発見 され る こと は ほとん ど な い ) 

と いう 意味 で 理想 的 だ と 思い 、 

この 1 ヶ月 ほど の 間 試 みて きた の だ が 、 

どう も 私 に は この 方 法 で 「 決 行 」 す る の は 難し そう だ 。 


同様 に 、「 (物理 的 な ) 退路 」 が ある 方 法 で は 、 私 は 「 後 戻り 」 し て し まい 、 
「 決 行 」 す る の は 難し か ろう 。 

me 

「 (物理 的 な ) 退路 」 が な い 方 法 で は 、 

そもそも 「 最 初 の 一 歩 」 を 踏み 出す こと が で き な い か も 知れ な い 。 


2020/10/30 に 「 決 行 」 し た 時 は 、 

文科 省 と NHK と 朝日 新聞 に 「 声 明文 (概要 ) 」 を 速達 で 送っ て いた た め 、 
(物理 的 に で は な く て ) 状況 的 に 「 退 路 」 が 断 た れ て いた 為 

「 決 行 」 す る より 仕方 な か っ た 、 

と 考え る こと も で きる 。 


それ で は や は り 、 

も う 一 度 「 声 明文 」 を 送り つけ て 、 再 び 「 退 路 」 が 断 た れ た 状況 を つく る べき か ? 
し か し 、 

それ は それ で 多く の 人 々 に 迷惑 が か か る の で 、 再 び や る 気 に は 私 は な ら な い 。 
(前 回 送り つけ た 時 に は 、 私 は か な り ハ イ な 状態 だ っ た 。) 


それ で は 一 体 、 状 況 的 に 「 退 路 」 を 断つ に は 、 他 に どん な 方 法 が ある だ ろう か ? 
、、、 残念 な が ら 、 今 の と ころ 、 何 も 思い つか な い 。 


2021 年 6 月 9 日 
江 澤 潔 初稿: 2021/06/09] 


本 日 も また 、「 6 度目 の 試み 」 を 「 決 行 」 す る つも り で 準備 を し 、 
ロー プ を 首 に か けた が 、「 最 後 の 一 歩 」 を 踏み 出す に は 至ら な か っ た 。 


今回 で 完全 に 明らか に な っ た の は 、 
この 「 ド アノ ブ を 利用 し た 首吊り 」 と いう 手段 で は 、 
死ぬ こと は 出来 な いと いう こと だ 、、、 少 な く と も 私 は 、、、。 


ロー プ に 体重 を 懸け る と 、 確 か に いく ら か 苦し く は な る の だ が 、 

頭 動 脈 が 絞め られ る と いう より は お むしろ 喉 を 絞め られ た 様 な 感じ で 、 
気絶 する に は か な り の 時 間 (多分 、 少 な く と も 数 分 間 ) を 要 し そう で あり 、 
この 、 「 両 足 が つ く 状 況 」 で 、 

そこ まで 我慢 し て 体重 を か け 続 ける 忍耐 力 は 

どう や ら 私 に は な い 様 だ 。 


、、、 や は り 、 も うこ の 方 法 を 試み る の は 止 (や ) め て 、 
も っ と 確実 に 「 逝 ける 」 方 法 を 試み る し か ある まい 。 


頭 動脈 を 切る の は 前 回 (2020/10/30) の 失敗 に より 
か な り 難 し いこ と が 分 か っ て いる 。 
従っ て 、 あ と 残る の は 、 


足 が つ か な い 所 で の 首吊り 
と 
高い 所 か ら の 飛び 降り 


くら いで あろ る ろう 。 
前 者 は 、 場 所 の 選定 と そこ まで 登る の が か な り 面 倒 そ う で あり 、 


準備 に も 時 間 が か か り そ う だ 。 
後者 は も っ と 手 っ 取り 早い 方 法 で は ある (場所 も 大 体 目 星 を つけ て ある ) が 、 


私 の 生来 の 「 高 所 恐 怖 症 」 を 克服 し て 首尾 よく 成し遂げ られ る か どう か ? 
と いう 「 新 た な 問題 」 が 待ち 構え て いる 。 


ev きき で 、。 と うじ した も の や ら 、 、、。、 


環境 保護 に 関す る 最近 の 嬉し い 動き 
江 澤 潔 [初稿 : 2021/06/15] 


今日 、NHK の ニュ ー ス サイ ト の ニュ ー ス : 


「 環 境 分 野 の ノー ベル 賞 」 日 本 の NGO の 平田 仁子 さん が 選ば れる | 環境 | NHK ニ ュー ス 
(https://www3.nhk.orjp/news/html/20210615/k10013085911000.html) 


で 、 
「 環 境 分 野 の ノー ベル 賞 」 と も 呼ば れる 「 ゴ ー ル ド マ ン 環境 賞 」 を 
日 本 の NGO の 平田 仁子 さん が 受賞 し た と 知っ た 。 

(特に 日 本 の ) 石炭 火力 発電 所 に よる 地球 温暖 化 へ の 影響 を 抑え る 運動 へ の 貢献 や 
金融 業界 で の 「 脱 炭素 」 を 進め る 運動 へ の 貢献 
な ど が 評価 され た らし い 。 
日 本 は 火力 発電 の 問題 で 近年 は 世界 か ら 非難 を 浴び て いる こと は 知っ て いた が 、 
この 様 な 人 物 が 活動 し て いる 事 は 知ら な か っ た 。 


また 、 ま た 、 上 記 サ イト の 特集 記事 : 


ビジ ネス 特集 リサ イク ル 率 99% ゴミ を 捨て な い 廃 棄 物 処理 | 環境 | NHK ニ ュー ス 
(https://www3.nhk.orjp/news/html/20210614/k10013084071000.html) 


で は 、 あ る 廃棄 物 処理 業者 の 

徹底 し た リユース と リサ イク ル で 「 ゴ ミ を 出さ な い 社 会 」 を 実現 する 
取り 組み に つい て 解説 され て いた 。 

ー 時 期 、 苦 し い 時 期 も あっ た が 、 

今 で は 「 ゴ ミ の コン サル タン ト 」 と し て 、 

「 ゴ ミ を 減ら し た い 」 数 多く の 会 社 か ら 引 く 手 あま た だ そう だ 。 


この 様 な 動き は 、 

(特に 日 本 で は ) まだ 社会 の 主流 と な っ て いる と は 言い 難い が 、 
着実 に 広まり を 見 せ て いる 様 で は あり 、 

その 事 自体 は 好ま し い 潮 流 と いえ よう 。 


し か し な が ら 、 

近年 の 自然 災害 激甚 化 や 新型 コロ ナ の 世界 的 流行 な ど を 見 て いる と 、 
一 刻 も 早く 、 こ れ ら の 動き が 

全 世 界 的 に 普及 し な けれ ば 人 類 に 明る い 未 来 は 訪れ な い 気 が する 。 


、、、 つ まり 、 我 々 に 「 残 され た 時 間 .」 は も う 僅 ( わ ず ) か し か な い の だ ! ! 
また 、 

これ ら 環 境 問 題 は 、 結 局 、 人 類 が 地球 の 受容 力 を 超え て 「 増 えす ぎ た 」 こ と が 
その 根本 的 な 原因 と し て ある の だ か ら 、 

これ ら の 努力 と 並行 し て 、 人 口 を 減ら し て いく 努力 は 欠か す 事 は で き な い で あろ う 。 


何 に せよ 、 


これ ら の 「 好 まし い 動き 」 が これ か ら も どん どん 加速 し て 
広まっ て いく こと を 期待 し て いる 。 


2021 年 6 月 20 日 


江 澤 潔 [初稿 : 2021/06/20] 


これ まで 、 何 度 も 「 決 行 」 を 試み て 、 あ る い は 試み よう と し て 、 来 た が 、 
「 生 存 本 能 」 (も っ と 俗 に 言い 換え る と 、 私 の 『 意 気 地 の な さ 」) が 邪魔 し た 結果 、 
「 決 行 」 を 先 延ばし し 続け て 来 た 。 


し か し 、 そ の 結果 、 と うと う 私 の 貯金 も 底 を つい て 来 た 。 
[ 

父 が 好意 で 百 万 円 ほど 用 意 し て くれ た が 、 

私 は それ に 手 を つけ る つも り は な い 。 

何故 な ら 、 

これ まで 家族 に も 行政 に も 頼ら ず に 自活 し て きた 事 こ そ が 
私 の 唯一 の 「 誇 り 」 な の だ し 、 

また 、 

これ 以上 「 延 長 」 し て も 、 死 ぬ 意 志 が ある 限り 、 

まっ と うな 暮らし を 営む こと は 出来 な い の だ か ら 、、、。 
] 


こと の まま で は 、 
好む と 好ま ざる と に 関わ ら ず 、 
どん な に 遅く と も あと 数 日 の うち に 「 決 行 」 す る こと が 
余儀 な くさ れる で ある ろう 。 
、、 今度 こそ 、 首 尾 よ く 成 功 す る こと を 願う 。 


昨日 、 姉 に は 申し 訳 な いこ と を し た 。 

姉 が 、 忙 し い 為 、 私 に 作業 を 手伝う 様 に 依頼 し て 来 た の だ が 、 
それ を 断っ た の だ 。 

その 時 に は 色々 と 言い 訳 を し た が 、 

断っ た 本 当 の 理由 は 、 

上 記 の 様 に 私 に 「 残 され た 時 間 」 

が あと 僅 ( わ ず ) か に な っ て し まっ た 、 

と いう と ころ に ある 。 


改め て 、 
お 姉ちゃん 、 本 当 に ご めん な さい 。 


2021 年 6 月 24 日 
江 澤 潔 物 稿 : 2021/06/27 : 改定 : 2021/06/28] 


2021/06/09 に 「 (ドア ノブ を 使っ た ) 首吊り 自殺 」 を 断念 し て 以降 、 
私 の 心 の 中 で は 、 も う 「 飛 び 降 り 自 殺 」 し か な い だ ろ う 

と 腹 積 も り は 出来 て いた 。 (場所 は 、 秩 父 公園 橋 と 決め て いた 。) 
そし て 、 

それ か ら 毎 日 の 様 に 遺書 や 遺言 書 等 を コタ ツ の 上 に 置い て 、 

いざ 出かけ よう と し た の だ が 、 

飛び 降り の 怖 さ に 家 を 出る こと すら まま な ら な か っ た 。 

(私 は 若干 だ が 高 所 恐怖 症 の 気 が あ る の だ ! ) 


そう こう し て いる うち に 貯金 も 底 を つき 始め た 

2021/06/24 の お 昼過ぎ 、 

つい に 意 を 決し た 私 は 家 を 出 て 公園 橋 へ と 向かっ た 。 

その 時 は 、 日 差し は あっ た が 小雨 が 降っ て いた 。 

公園 橋 の 歩道 に は 、 人 影 が ほとん ど 見 えな か っ た 。 

「 目 的 地 」 で ある 橋 の 真ん中 の 橋脚 の と ころ まで 来 て 、 

橋脚 の 周り を 一 周 し 、 影 に 人 が 隠れ て いた り し な いこ と を 確か め 、 
あら か じ め 目 星 を つけ て いた 地点 まで 行っ て 、 

( 誰 も いな いこ と を 確認 する た め に ) 橋 の 下 を 覗い て みた 。 

「 も うこ れ で 最期 だ 」 と 思う と 、 

普段 何気なく 眺め て いる 時 より も ずっ と 高く (深く ?) 、 怖 く 感 じ た 。 
結局 、 

恐怖 に 居 え た 私 に は 、 手 すり を 乗り 越え る 事 す ら ま まな ら な か っ た 。 
仕方 な い の で 

一 旦 「 退 散 」 し 、 夜 に 再 チ ャ レン ジ し よう と 考え た 。 


家 に 帰っ て 、 部 屋 で 寝 転 び な が ら 思 索 に ふけ っ て いた が 、 
夕方 に な っ て 、 私 は 悟っ た : 


今 の 様 な 状態 (心身 の 状態 、 お よび 生活 環境 等 ) の まま で は 、 

趣 ら く 何 度 「 決 行 」 し よう と し て も 、 

私 は 自ら の 手 で 人 生 を 終わ ら す 事 は で き な い で あろ う 。 

何故 な ら 、「 生 存 本 能 」 (言い 換え る な ら ば 私 の 「 死 へ の 堆 怖 心 」) 

が 、 私 が 「 最 後 の 一 線 」 を 越え る こと か ら 踏 み 留 ま よら せる か ら だ 。 

、、、 これ は 、 方 法 を 如何 に 変え て みた と ころ で 、 変 わる こと は な い だ ろ う 。 


そこ で 、 私 は 決め た : 


これ まで 命 を 絶つ こと ば か り 考 えて 来 た が 、 

私 に 「 死 へ の 堆 怖 心 」 が ある 限り は 、 ど う や ら そ れ は 無理 な 様 で ある の で 、 
ここ は 一 旦 、 自 ら 命 を 絶つ こと は 諦め て 、 

少な く と も 暫く は 「 生 き て いく 」 事 に 努め よう 。 


これ は 、 非 常に 大 き な 「 方 針 転換 」 で ある ! 

これ まで 私 は 、 貯 金 が 尽き る まで に 人 生 を 終わ ら す つも り で 
様々 な 事 を 準備 し て 来 た の で 、 

も う 貯 金 も 尽 きよ うと し て いる 今更 に な っ て 

「 生 きる 」 様 に 方 針 を 変え る の は 、 正 直言 っ て 、 非 常に し ん どい 
、、、 特に 、 私 の 様 な 「 障 害 」 を 抱え た 人 間 に と っ て は 、、、。 


単純 な 損得 勘定 だ け を 考え る な ら ば 、 

今 、 人 生 を 終わ ら せ て し まっ た 方 が 、 

生き 延び る より も 1 0 倍 は 楽 か も 知れ な い 。 

それ に 、 私 の 「 信 用 」 を 守る こと も で きる 。 

し か し な が ら 、 非 常に 強い 「 生 存 本能 」 (ある い は 「 死 へ の 堆 怖 心 」) が 、 
そう させ て くれ な い の だ ! ! 

(これ は 、 当 初 は 全く 想定 し な か っ た こと で あっ た ! ! ) 


、、、 非常 に 見 苦し く 格 好 悪 い 限 り で は ある が 、 仕 方 な い の で 、 
少な く と も 私 自身 お よび 周囲 の 状況 が 変化 する まで は 、 
「 生 き 恥 」 を 忍び つつ 
「 生 きる 」 努 力 を し て いく し か な か ろう 。 


ー つ の 懸念 は 、 こ の 決心 は 、「 魔 神 」 と の 契約 違反 に な る の で は ? 

と いう 事 で ある 。 

、、、 こ の せい で 、 私 の 身内 や 大 事 な 知 人 達 の 身 に 何 か 起 こる 事 の な い 様 に 、 
た だ た だ 祈る ば か り で ある 。 


2020/10/30 に 最初 の 試み に 失敗 し て 強制 入院 させ られ て か ら 
2021/06/24 に と うと う 断 念 する と 決心 する まで の 間 に 、 
何 度 も 「 決 行 」 に 失敗 し た 結果 、 

私 が 学ん だ 事 は 、 結 局 、 


(私 を 含め ) 人 間 の 「 生 存 本 能 」 (「 死 へ の 恐怖 心 」) は 非常 に 大 きい の で 、 
人 間 は そう 簡単 に は 自ら 命 を 絶つ こと は 出来 な い 、 
と いう 事 で あっ た 。 
、、、 き っ と 、 自 殺 を 遂げ た 人 々 は 、 そ の 「 死 へ の 恐怖 心 」 を 克服 で きる だ け の 
非常 に 強い 意志 を 持っ て いた か 、 
よっ ぽ ど 大 き な 「 人 生 へ の 絶望 感 」 に 打ち ひし が れ て いた か 、 
迫り 来る 「 何 者 か 」 に よっ ぽ ど 追い 立て られ て いた か 、 
等 し て いた の で あろ る ろう 。 


私 も 2020/10/30 ま で に 非常 に 大 き な 苦 労 を し て 来 た つ も り で いた が 、 
その 程度 の 苦労 で は 、 ま だ 、 自 ら 命 を 絶つ の に 十分 な 資格 が な い 、 
と いう 事 な の か も 知れ な い 。 


私 は 以前 に 何 度 も 環境 問題 や 高齢 化 社会 の 問題 等 の 解決 策 を 論じ て 来 た が 、 
その 際 に は この 「 生 存 本 能 」 を あま り 十 分 に 考慮 に 入れ て 来 な か っ た 。 


し か し 、 も っ と 実効 性 の ある 対策 を 講じ る に は 、 
この 「 生 存 本 能 」 を 十分 に 念頭 に 置く 必要 が ある の か も 知れ な い 。 


補遺 A: 遺書 (2020/10/30 付 ) 
拝啓 、 父 上 様 、 兄 上 様 、 姉 上 様 、 そ し て 親類 の 皆様 方 、 
この 度 は お 騒が せ し て し まい 、 誠 に 申し 訳 あ り ま せん で し た が 、 


昨年 度 未 に 約束 し まし た 通り 、 
今年 の 7 月 末日 の 「 最 終 タ イム リミット 」 ま で に すべ て を 終わ ら せ ら れ な か っ た 
責任 を 取り 、 文 字 通り 腹 を か っ さば いて 果て まし た 。 


これ は も う 、「 罰 則 規 定 」 が 伴っ た 約束 で し た か ら 、 
私 か らし て 見 れ ば 、 従 う よ り 仕方 あり ませ ん で し た 。 


また 、 7 月 末日 の 後 も 、 

設定 し 直し た 「 期 限 」 を 度々 延長 し て 大 変 申 し 訳 あ り ま せん で し た が 、 
その 時 は 敢えて 「 六 則 規 定 」 は 設け ませ ん で し た 。 

何故 な ら 、 

も うそ の 時 点 で は 「 腹 を か っ さば いて 果て る 」 事 は (私 の 心 の 中 で は ) 
決ま っ て いま し た の で 、 そ れ 以 上 は どう し よう も な いと 思っ た か ら で す 。 
、、 ヽ 、 人 が 死ね る の は 一 回 限り で すか ら 、、、。 


私 は 「 嘘 つき 」 は 嫌い で すし 、 

自分 で も で きる 限り 「 嘘 」 は つか な い 様 に 心がけ て は いる の で す が 、 

如何 せん 、 こ の 、 

仕事 や 作業 に か か る 所 用 時 間 の 見 積もり に 関し て は 、 

ほぼ い つも 過小 評価 し て し まい まし た 。 

(それ を 反省 し て 、 次 回 か ら は 多少 上 乗せ する よう に し て いる の に も 関わ ら ず で す 。 ) 
今 思う に 、 こ の 「 所 要 時 間 の 過小 評価 」 が 、 

私 の 社会 的 信用 を 巡 (お と し ) め た 、 と 言っ て も 過大 で は な いと 感じ て お り ま す 。 

で も 、 

これ は 一 般 的 な 、 故 意 に 他人 を 騙 (だ た ま ) す た め に つく 「 嘘 」 と は 違う と 思っ て いま す 。 
何故 な ら 、 そ の 「 期 限 」 を 設定 し た 時 点 で は 、 

本 気 で その 「 期 限 」 内 に 終わ ら す つも り で いた し 、 そ の 自信 も あっ た し 、 

その 後 も その 「 期 限 」 ま で 終わ ら せ よ うと 真剣 に 頑張 っ て いた か ら で す 。 


私 が 本 当 に 「 実 行 」 し て し まう と は 夢 に も 思っ て お られ な か っ た 方 々 は 、 
少し 私 の 「 誠 実 さ 」 を 見 く び っ て お られ た と いう 事 で す 。 
どう か この 際 、 お 考え を 改め て 頂け た ら 幸 い に 存 じ ま す 。 


また 、 今 回 の 事 で そん な に お 悲し みな に な ら な いで 下さ い 。 
今 だ か ら 告 白 し ます が 、 
実 を 言う と 、 
7 月 末日 まで に 「 す べ て を 終わ ら せ ら れ た 」 と し て も 、 
私 は 死ぬ 運命 に あっ た の で す 。 
それ は 、 
既に 別 の と ある 人 に 、 
( 1 ) 研究 プロ ジェ クト が 無事 に 終わ る 、 も し く は 
(2) 研究 プロ ジェ クト が 終わ る 前 に 資金 が 尽き る 、 も し く は 
(3) 研究 プロ ジェ クト が 原理 的 に 遂行 不可 能 と 判明 する 、 
の どれ か が 成立 し た 時 点 で 
腹 を か っ さば いて 果て る 、 


と 約束 し て いた か ら で す 。 


ここ で も 、「 約 束 」 は 「 約 束 」 で す の で 、 守 ら ね ば な り ま せん 。 
約束 を 破れ ば 「 ハ ッ タ リ か まし 」 に 認定 され 、 

私 の 信用 は さら に 巡 め られ る 事 と な り ま す の で 、 

それ だ け は 避け ね ば な り ま せん 。 


それ に 、 私 は こ ご 数 年 間 は 、 

文字 通り 、 こ の 研究 プロ ジェ クト に 全 人 生 を 捧げ て お り ま し た の で 、 

それ が 終了 し た 今 、 私 は も は や 「『 抜 け 殻 」 同 然 で 、 

また 、 最 近 は 私 の 持病 (睡眠 障害 ) も 徐々 に 悪化 し て いる こと も あっ て 、 
これ か ら 「 第 二 の 人 生 」 を 始め る 様 な 気力 & 体 力 は も う 残 っ て お り ま せん 。 
今 は た だ 、 

研究 プロ ジェ クト 終了 後 の 「 事 後 処 理 」 を 済ま せる 為 に 、 

残り の 気力 の 全て を 振り 絞っ て いる と ころ で す 。 


で すか ら 、 私 に と っ て 、 今 が 丁度 良い 「 人 生 の 潮時 』 な の だ と 思い ます 。 


[ 

ここ で 、 私 の 「 哲 学 」「 生 死 観 」 の 一 部 を 明か し ます と 、 

私 は 、 人 の 人 生 に は 適切 な 「 潮 時 』 が ある と 思っ て いま す 。 

それ は 、 次 の 2 つの 要件 が 満た され た 時 で す : 

(1 ) も う 、 子 育て の 必要 が な く な っ た 時 : 

(2) 不可 逆 的 に 、 社 会 に か ける 負担 が 社会 に 与え る 寄与 (恩恵 ) を 上 回 っ た 時 。 
私 の 場合 、 

子供 が お り ま せん の で (1 ) は 既に 満た され て いま し た 。 

そし て 、 (2) に 関し て は 、 こ ご 数 年 は 体調 不良 の 為 、 

か ける 負担 の 方 が 寄与 (恩恵 ) を 少し だ け 上 回 っ た 状態 に な っ て お り ま し た が 、 
今回 の 研究 プロ ジェ クト が 完成 し た 際 に 社会 に 与え 得る 恩恵 は 計り 知れ な い 程 大 きい と 考え 、 
か ろう じ て (2) は 満た され な い 、 と 考え て 踏ん 張っ て 参り まし た 。 

そし て 、 こ の た び 、 研 究 プ ロジ ェクト が 終了 し 、 

も う 今 後 は ずっ と (2) も 満た され る こと に な り ま す の で 、 

今 こ そ 「 潮 時 」 と 判断 し た の で ご ざい ます 。 


ちな み に 私 は この 考え を 他人 に 押し 付け る つも り は 毛頭 あり ませ ん が 、 

「 も し 日 本 国民 全員 が 私 の 様 な 考え 方 を し て いれ ば 、 

今日 の 『 高 齢 化 」 の 問題 は 、 そ も そ も 起 こり さえ し な か っ た だ ろう に 、、、」 
と は 常に 思っ て お り ま し た 。 


(ちな み に 、 私 は 「 少 子 化 」 は 問題 だ と は 思っ て お り ま せん 。 

この 国 の 国土 は 狭い 上 に 、 (山地 等 ) 使え な い 土 地 が 多い こと を 考え る と 、 
「 適 切な 人 口 」 は 、 せ い ぜ い 2Z 千 万 3 和 干 万 人 くら い だ と 思っ て いま す 。 
即ち 、「 少 子 化 」 は 、 こ の 国 を 「 本 来 あ る べき 状態 」、 へ と 近 け る 、 

好ま し い 現 象 だ と 思っ て いる の で す 。 

(問題 は あく まで も 「 高 齢 化 」 の 方 だ と 思い ます 。 

で す が 、 そ の 問題 も 、 高 齢 者 の 方 々 お よび 社会 全体 が 

(「 (年 齢 に 関わ ら ず ) 元気 な うち は (年 金 を 受 / 支 給 せ ず ) 働く / 働 いて も ら う 」 と ) 
意識 を 変え れ ば だ いぶ 軽減 され る と は 思っ て いま す 。) 

) 

] 


この 様 に 、 そ も そ も 今 回 の 私 の 「 行 為 」 は 、 

私 の 体調 不良 に 端 を 発し 、 

私 自身 の 「 哲 学 」 あ る い は 「 人 生 観 」 に 従い 、 

また 、 (研究 プロ ジェ クト を 遂行 する 為 に ) 知人 や 家族 に し て し まっ た 「 約 束 」 を 守る 
為 に 発生 し た こと で あり ます 。 


し か し な が ら 、 そ の 背景 と し て は 、 
(私 も 含め た ) 多く の 研究 者 / 科 学者 達 が 陥っ て いる 窮状 
が あっ た 事 は 、 紛 れ も な い 事 実 で す 。 


それ と 、 私 が 弱い 立場 に いた 故に 、 関 わら ざる を 得 な か っ た 幾つ か の 「 研 究 不正 」 
も 告白 し て 、 


この 機会 を 利用 し て 、 
研究 現場 に お ける これ ら の 問題 点 、 あ る い は それ を 許す 様 な 「 土 壌 」 を 改善 する 様 、 
訴え る つも り で す 。 


その 為 、 同 封 し まし た 様 な 

『 声 明文 : 概要 』 を 、 文 部 科学 省 の 科学 技術 ・ 学 術 政策 局 お よび 
少数 の マス コミ (具体 的 に は 、NHK と 朝日 新聞 の み ) 

に 送り まし た 。 

[ 

そし て 、 私 が 「 決 行 」 す る 際 に 携帯 し て いた 外 付 け SSD に は 、 

『 声 明文 : 概要 』、『 声 明文 』 の 全文 、『 あ る 「 負 け 組 科学 者 」 の 人 生 の 記録 』、 
それ か ら 各 種 『 証 拠 』 が 保存 し て あり ます 。 

これ ら は 、 恐 らく 警察 に よっ て 「 参 考 資 料 」 と し て 確保 され た 答 で す が 、 
それ と ほぼ 同じ 外 付 け SSD を 、 一 本 置い て お きま す の で 、 

どう か 安全 な 場所 で 保管 し て 置い て 下さ い 。 

] 





また 、『 吉 明 文 』 の 全文 お よび その 参考 資料 で ある 、 

『 あ る 「 負 け 組 科学 者 」』 の 人 生 の 記録 』 

を 、 こ の 度 新設 し た 、 一 般 公開 用 ウェ ブサ イト 
(https://sites.google.com/view/kiyoshi-ezawa-phd 

お よび 
https://archive.org/details/@kiyoshi_ezawa2_ph_d_2nd_account ) 
で 

パブ リッ ク ・ ド メイ ン と し て 提供 し まし た 。 


これ ら を ご 覧 頂け れ ば 、 

私 の これ ら 問 題 や 今回 の 研究 プロ ジェ クト に 対す る 思い 、 

それ か ら 、 私 が 、 特 に 遺伝 研 に 移っ て 以降 、 今 日 まで に 、 経 験 し た 「 色 々 な 事 」、 
等 々 が 、 も っ と 詳細 に 記述 され て いま す 。 


どう か お 手すき の 際 に ご 覧 頂け た ら 幸 い に 存じ ます 。 


[ 

も し 文科 省 や マス コミ か ら 連 絡 が あり まし た ら 、 
どなた か 応対 し て 頂け た ら 幸 いで す が 、 

当然 な が ら 、「 断 固 拒 否 」 す る 権利 も で ざい ます の で 、 
どう 対応 する か に つい て は 皆様 各々 に ご 一 任 し ます 。 


(皆様 で 協議 し て 、 統 一 し た 対応 を 取る の も 一 つの 選択 肢 で す 。) 
な お 、 

上 記 マ スコ ミ 以 外 に は 連絡 し て お り ま せん の で 、 

それ 以外 か ら の 連絡 が あっ た 時 は 特に (詐欺 に ) 注意 し て 下さ い 。 
(また 、 上 記 マ スコ ミ を 名 乗る 者 で も 、 ご 用 心 下さ い 。) 

] 


また 、 『 遺 産 処 理 」 お よび 『 葬 儀 、 法 要 」 等 に 関す る 私 の 意向 は 、 
(パソ コン 作成 の 為 に 法 的 効力 の な い ) 『 幅 言 書 』 に 記し まし た 。 


法 的 効力 が な い 故 、 
これ は あく まで も 私 の 意向 に 過ぎ ませ ん が 、 
一 度 、 目 を 通し て 頂け た ら 幸 い に 存 じ ま す 。 


以上 、 今 回 の 「 行 為 」 の 事情 説明 と 、 
事後 処理 お よび 対応 に 関し て と 、 
いさ さか 事務 的 な 事 を お 話し て 参り まし た 。 


最後 に な り ま す が 、 

父上 、 兄 上 、 姉 上 を は じ め 家 族 お よび 親類 の 皆様 方 に は 、 
これ まで お 付き 合い 下さ り 、 

特に 年 上 の 皆様 方 に は 可愛 が っ て 頂き 、 

まこ と に あり が と う ご ざ いま し た 。 


ご 期待 を か けら れ て いな が ら 、 

その ご 期待 に 十分 に 沿う こと が で き な か っ た の は 誠に 遺 層 で は あり ます が 、 
私 は 私 な り に 精 一 杯 や っ た 結果 で す の で 、 

仕方 な いと 思っ て お り ま すし 、 

自分 の 不器用 さや 対人 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 苦手 さ 、 そ し て コン ピュ ー タ 嫌い 
等 を 考え れ ば 、 む し ろ よ く や っ た 方 だ と 思っ て いま す 。 


今 思 うと 、 2 0 1 1 年 に 米国 か ら 帰 国 し た 辺り が 

ー 番 希望 と 野望 に 満ち て いた 頃 だ と 思い ます が 、 

その 後 、 自 分 の 「 無 能 」 さ を 嫌 と いう 程 思 い 知 ら さ れ 、 

それ と 同時 に 体調 も 徐々 に 悪化 し て いき まし た 。 

2 0 1 3 年 に 九 工 大 に 移る 際 は 、 向 こう で 死ぬ こと も 覚悟 し て 臨み まし た が 、 
幸い 、201 6 年 1 0 月 に 、 生 き て 秩父 に 戻る こと が で きま し た 。 

それ か ら 、 本 来 な ら 九 工大 に いる 間 に 終わ ら す つも り だ っ た 研究 プロ ジェ クト を 
秩父 で (病気 療養 の 傍ら ) や る こと と な り ま し た が 、 

それ も 、 1 、 2 年 で 済ま す 予 定 だ っ た の が 大 幅 に 延び て 、 

約 4 年 が 過ぎ た 今年 の 7 月 末 に よう や く 「 終 了 」 さ せる こと が 出来 まし た 。 


その 間 、 皆 様 方 に は 、 

私 の こと を 、 坊 ら く 「 引 きこ も り 」 あ る い は 「 ニ ー ト 」 と 思い 、 

ご 心配 を お か けし 、 ま た 、 肩 身 の 狭 い 思 い を させ て 来 た か も 知れ ませ ん が 、 

私 自身 は 、 

「 私 に し か で き な い 、 そ れ で いて 非常 に 重要 な 研究 プロ ジェ クト 」 を 遂行 する 
(報酬 の な い ) 「 ボ ラン ティ ア ・ ワ ー カ ー」 の 様 な 気持 ち で ずっ と や っ て お り ま し た 。 
病気 療養 の 合間 に と いう こと で 、 時 間 的 な 縛り が きつ く 、 

更に 、 私 ある い は この 研究 の こと を あま り 快 く 思 っ て いな い 連 中 か ら の 


様々 な 「 妨 害 工作 」 も 受け な が ら 、 と いう こと で 

大 幅 に 予定 を 過ぎ て し まい まし た が 、 

どう に か 、 貯 金 が 尽き る 前 に 「 終 わら す 」 こ と が 出来 まし た 。 
これ も ひと え に 、 

皆様 方 が ご 辛抱 な さっ て 私 の こと を 見 守っ て くだ さっ た か ら こ そ で あり 、 
皆様 に は 心 よ り 感謝 致し ます 。 


今年 7 月 末 の プロ ジェ クト 「 終 了 」 か ら は 、 

これ まで に 私 の 身 に 起こ っ た こと の 「 記 録 」 と その 「 証 拠 」 を 揃え 、 

さら に は それ ら を 一 般 公開 し た り 当 局 や マス コミ に 報告 し た りす る 準備 な ど を し て いた ら 、 
気づい た ら 三 ヶ月 近く が 経っ て し まい まし た 。 

この 間 、 皆 様 に は さら な る ご 辛 抱 を し て 頂き 、 ま こと に あり が と う ご ざ いま し た 。 


当局 や マス コミ へ の 報告 (タレ 込み ) は 「 不 発 」 に 終わ る 可能 性 も 
少な か ら ず あり ます が 、 

私 は 、 限 られ た 期間 内 で 、 私 な り に で きる だ け の こと は や っ た つも り で す 。 
これ に より 、 

皆様 方 が 肩身 の 狭い 状況 か ら 解 放さ れる こと に な る か 、 

ある い は 

更に 肩身 の 狭い こと に な る か 、 

は ある 種 「 賭 け 」 の よう な と ころ が あり ます が 、 

私 は 、「 正 義 」 は こち ら 側 に ある と 確信 し て いま す 

の で 、 

皆様 方 が 自信 と 信念 を も っ て 断固 と し て 「 闘 え 」 ば 、 

必ず 、 肩 身 の 狭い 状況 か ら 解 放さ れる こと に な る だ ろう 、 

と 信じ て いま す 。 


皆様 方 の ご 健闘 を お 祈り 致し ます 。 


それ で は 、 

朝晩 ひじ ょ うに 冷え 込む よう に な っ て 参り まし た の で 、 
どう か くれ ぐれ も お 身体 お 大 事 に 、 

また 、 新 型 コ ロナ に 十分 お 気 を つけ て お 過ごし くだ さい 。 


未 筆 な が ら 、 

父上 兄 上 姉 上 を は じ め 家 族 や 親類 の 皆様 方 の ご 健康 と ご 多幸 を 、 
そし て 、 江 澤 家 ゆか り の 仏 様 た ちの 安らか な る ご 冥福 を 、 
心から お 祈り 申し 上 げ ま す 。 


これ まで 本 当 に あり が と う ご ざ いま し た 。 


深 
岬 


2020 年 10 月 30 日 ( 金 ) 


江 澤 潔 


補遺 B: 遺書 2 (2021/05/09 付 ) 
拝 牙 、 父 上 様 、 兄 上 様 、 姉 上 様 、 そ し て 親類 お よび 知人 の 皆様 方 、 
この 度 は 又 お 騒が せ し て し まい 、 誠 に 申し 訳 あ り ま せん が 、 


前 年 度 に 終え る 予定 か ら 少 し ば か り 遅 れ て 

よう や く (2020/10/30 か ら 2021/02/10 ま で ) 

埼玉 医大 付属 病院 の 精神 科 で 入院 中 に 書き 溜め た 手記 

を すべ て 電子 文書 化し 、 

動画 や プレ ゼン ファ イル に 加工 し や すい 形式 に も 「 変 換 」 し 終え 、 
また 、 そ の うち 主 だ っ た も の に つい て は プレ ゼン ファ イル も 作成 し 、 
これ で 私 の 『 人 生 最 後 の ミ ッ シ ョ ン 』 を 終え まし た 。 


そこ で 、 か ね て か ら の 予定 通り 、 
2020/10/30 に 失敗 し た 事 を 今度 こそ 成功 させ る つも り で す 。 


『 遺 言 書 』 に も 付け 加え て お いた 通り 、 

手記 の 電子 文書 化し た ファ イル や 動画 の 元 と な る ファ イル 等 は 、 

この 『 適 書 』 お よび 『 遺 言 書 』 に 付随 し た USB メ モリ に 

保存 し て お きま し た 。 

USB メモ リ は 2 つ あ り ま す が 全 く 同 じ 内 容 で す 。 

ー つ は 「 マ スタ ー コ ピー」 と し て 保管 し 、 も う 一 つ は 動画 作成 等 に ご 利用 くだ さい 。 
[ 動画 作成 に は 、 で きた ら IT に 強い 親類 の 方 々 の 

ご 助力 が 頂け た ら 幸 いで す 。] 


また 、 
これ ら 電 子 文書 化し た 手記 は 、 
(前 回 の 『 声 明文 」 や 『 あ る 「 負 け 組 科学 者 」 の 人 生 の 記録 』 と 共に ) 
私 の Google サイ ト 
(https://sites.doogle.com/view/kiyoshi-ezawa-phd) 
と Internet Archive 
(https://archive.org/details/@kiyoshi_ezawa2_ph_d_2nd_account _) 
で も 公開 し て お り ま す の で 、 ど うか お 時 間 の ある と き に ご 覧 下さ い 。 
そう すれ ば 、 
私 が どの よう な 事 を 考え て これ まで 生き 、 そ し て 「 死 」 を 決意 し た か 、 
伺い 知る こと が で きる で し ょ う 。 


2021/02/10 に 退院 後 は 皆様 方 の ご 協力 の お 陰 で 

作業 は 割 と 順調 に は か どり 、 

『 ミ ッ シ ョ ン 』 は 予定 より 1 0 日 ほど 遅れ た だ け で 終了 で きま し た 。 
更に それ に 加え て 、 

学習 関係 の 手記 の プレ ゼン ファ イル 化 も その 後 2 0 日 程 で 出来 まし た 。 
改め て 、 ご 協力 ま と と に あり が と う ご ざ いま し た 。 


これ で 、 も う 私 に すぐ で きる こと は 全て や り 尽 くし まし た の で 、 
心置き な く こ の 世 を 去る こと が で きま す 。 


し か し な が ら 、 
この こと で 家族 、 親 上 類 や 知り 合い の 皆様 方 を 


悲し ませ て し まう と 思う と 申し 訳 な くも 思い ます 。 
と は 言う も の の 、 

人 間 、 い ずれ は 死な な けれ ば な ら な い の で すか ら 、 
こう いっ た 「 別 れ 」 は 避け られ な いも の で す の で 、 
どう か ご 了承 頂け た ら 幸 いで す 。 


遺言 書 に も 書き まし た 通り 、 新 型 コ ロナ の こと も あり ます し 、 
私 は 葬儀 、 法 要 お よび 埋葬 は 辞退 し た いと 思い ます 。 
私 の 遺 有 は 海 に で も 散骨 し て 頂け た ら 幸 いで す 。 


また 、 

秩父 保健 所 の 〇 〇 さん と 保健 セン ター の ハハ へ さん 

に は 、 こ れ ま で の ご 支援 を 感謝 し つつ も 、 

彼女 た ちの ご 意向 に は 添い か ね る 事 を 深く お 詫び 申し 上 げ て いた 事 を 伝え つつ 、 
5/18 の 面談 を キャ ン セ ル し て お いて 下さ い 。 

また 、 

つむ き ぎ 診 療 所 の 口 口先 生 に も 、 

これ まで お 世話 に な っ た 事 を 感謝 し つつ も 、 

どう し て も 彼女 の 言う 通り に は な れ な い 事 を 深く お 詫び 申し 上 げ て いた 事 を 伝え つつ 、 
5/20 の 診療 を キャ ン セ ル し て お いて 下さ い 。 




















それ か ら 、 で きま し た な ら は ば 、 

私 と 近年 年 賀 状 を や り 取 り し て いた 先生 方 や 友人 達 ( 彼 ( 女 ) 達 は 特に 大 事 な 知 り 合 いで す ! ) 、 
そし て 埼玉 医大 付属 病院 精神 科 の 方 々 に も 、 

私 の 他界 を お 知ら せい た だ けた ら 幸 甚 で す 。 

(この 「 遺 書 」 を コピ ー し て 郵送 する の で も 構い ませ ん 。) 


また 、 私 の 主要 G-mail アド レス (xxx@yyyy) に メー ル を くれ た 友人 達 
(XX さん 、YY さ ん 、ZZ さ ん 、WW く ん ) 

に は 、 私 の 、 心 配 し て くれ た こと へ の 感謝 の 意 と 

「 お 別れ 」 に 関す る お 詫び の 気持 ち 、 

を 返信 メー ル で 伝え て 頂け た ら 幸 いで す 。 


[ 私 の 心 の 中 で は 、2020/10/30 に 「 既 に 死ん だ も 同然 の 身 」 だ っ た の で 、 
返信 は で き な か っ た と お 伝え 下さ い 。] 


前 回 (2020/10/30 に ) 失敗 し た 時 は 、 

日 本 の 研究 者 / 科 学者 達 の 置か れ た 状況 が 改善 され る 様 に 、 

と いう 思い も か な り ウ ェ イ ト を 占め て いま し た し 、 

その 思い 自体 は 今 も 変わ り は な い の で す が 、 

どう も この 様 な 手段 を 用 いて も あま り 効 果 な さそ うだ と 感じ まし た 。 


従っ て 、 
この 度 の 事 は 、 結 局 は 、 


( 1 ) 過去 20 年 近く ずっ と 思い 続け て きた 
「 私 な り の 人 生 の 全う の 仕方 」 を 実現 させ て 私 自ら の 主義 主張 を 一 貫 さ せる 必要 性 、 


お よび 、 


(2) 『 約 束 」 (「 宣 言 」) を 果たし て 私 な り の 「『 誠 実 」 を 貫く こと 、 
言い 換え る な ら ば 、 
『『 は っ た りか まし 』 に は な り た く な い ! 」 と いう 私 の 「『 意 地 」、 


が 主要 な 動機 だ と 思っ て 頂い て も 差し 支え あり ませ ん 。 


[ も うー つの 重要 な 動機 は 、 
「 契 約 」 を で きる だ け 早 く 遂 行 す る こと に よっ て 、 
「 魔 神 」 の 崇 り が 家族 親類 知人 等 に お よぶ の を 防ぐ 事 で す 。 ] 


も う 少 し ご 説明 し ます 。 


( 1 ) 私 は 、 (遡る と お そら く 小 学生 くら いか ら の ) 原因 不明 の 体調 不良 に 
長年 悩ま され て 来 た せ いも あっ て か 、 

長生 き は し な い だ ろ うと 思っ て 生き て きま し た 。 

(若い 頃 は 3 0 代 で 死ぬ の で は と 思っ て た し 、 

つい 最近 まで 5 0 歳 ま で は 保 た な い だ ろ うと も 思っ て いま し た 。) 

その せい も あっ て か 、 

「 一 つ で いい か ら 満 足 の いく (自分 で 発案 し た ) 研究 を 成し遂げ られ た ら こ の 世 を 去る 」 
と 本 気 で 思い 、 特 に 最近 1 0 年 程 は 、 そ の 思い に 基づい た 言動 を し て 来 ま し た 。 
(私 の 『 人 生 の 記録 』 や 『 随 筆 集 』 で も 、 そ れ ら の 思い が 見 て 取れ る と 思い ます 。 ) 
それ ら の 中 に は 、 (事情 を 知ら な い 人 々 か ら 見 れ ば ) 単なる わが まま な 言動 や 
非常 に 不可 解 な 言動 に 映り か ね な いも の も 少な か ら ず あっ た 筐 で す 。 

、、、 そ れ ら は 、 彼 ( 女 ) 達 が 、 

私 が 当時 本 気 で すぐ に (ある い は 間もなく ) 死ぬ つも り で あっ た 

こと を 知っ て 初め て 、 理 解 で きる 言動 と な る の で す 。 

(ちな み に 「 死 」 が 絡ん で いる 以上 、 単 に 口 で 説明 する だ け で は 「 は っ た り 」 だ と 
思わ れ て し まい ます の で 、 不 十分 で す 。 説得 力 が ある 唯一 の 「 説 明 」 は 、 

実際 に 態度 (行動 ) で 示す 事 だ と 思い ます 。) 

そし て 、 私 の 当時 の その 思い は 、 今 で も 変わ りあ り ま せん 。 





また 、 

体調 不良 に 悩ま され 、 ま た 、 様 々 な 嫌 な 目 に 遭わ され な が ら も 今 ま で 頑張 っ て 来れ た の は 、 
「 (自分 発案 の ) 研究 を 成し遂げ る 」 と いう 「 大 き な 目 標 」 が あり 、 

また 、 そ の 「 ゴ ー ル 」/ 「 刻 限 」 を (比較 的 近く に ) 定め たか ら こ そ で し た 。 
(それ が ほぼ 「 無 制限 」 と 思え る ほど 遠い 「 ゴ ー ル 」/ 「! 刻 限 」 だ っ た ら 、 

途中 で 息切れ し て いた で し ょ う 。) 

そし て 、 研 究 を 成し遂げ た 後 は 、 (必ず し も 本 意 で は な いな が ら も ) 

自分 が 培っ て 来 た 「 学 習 の コツ 」 を 人 々 に 分 け 与 える 、 

と いう 「 小 さ な 目 標 」 が (自殺 未遂 後 の 入 院 中 に ) 発生 し 、 そ の 為 に 退院 後 の 3 ヶ月 程 の 間 、 
手記 の 電子 文書 化 、 お よび それ ら に 関す る プレ ゼン ファ イル の 作成 、 

を 全力 で 行なっ て 来 ま し た が 、 そ れ も や り 終 えま し た 。 


従っ て 、 
これ ら 大 小 の 「 目 標 」 を 達成 し た 今 こ そ が 、 
この 世 を 去っ て 、 


私 が これ まで に し て 来 た 言 動 お よび 私 の 主義 主張 に 一 貫 性 を 持た せる 時 で ある 、 
思っ て いる の で す 。 


それ に 、 実 際 問 題 と し て 、 
「 目 標 」 も な し に 体調 不良 を 抱え な が ら こ の 先 何 年 も 生き 続け る の は 辛い 、 
と いう の も あり ます 。 


(そし て 、 他 人 か ら 適 当 に 付与 され た 「 目 標 」 で は 、 

私 が 生き 続け る 「 動 機 」 に は な り ま せん 。 

、、 ひ ょ っ と し た ら 、 こ こら 辺 が 「 わ が まま 」 だ と 言わ れる 所 以 か も 知れ ませ ん が 、 
私 の 場合 、「 心 が 動か 」 な いと ダメ な の で す 。 ) 


(2) 私 は 、「 約 束 」 に は 大 きく 分 け て ふた 通り ある と 思い ます 。 

ー つ は 、 

(種々 の 予約 等 ) 双方 の 合意 が あれ ば 、 変 更 や 取り 消し が 比較 的 容易 に で きる 約束 、 

も う 一 つ は 、 

それ を 取り 消し た り 変 更 し た りす る (ある い は し よう と する ) 

と 、 そ の 人 の 信用 (ある い は 信 着 性 ) に 致命 的 な 傷 を 負わ せる 様 な 約束 、 

で す 。 

そし て 私 は 、「 死 ぬ 」 約 束 (ある い は 宣言 ) と いう の は 、 

後者 に 属す る と 思い ます 。 

人 々 は 大 抵 、 (その 人 が 重病 だ っ た り 間 死 の 重症 を 負っ て いた り し な い 限 り は 、) 

その 様 な 約束 (宣言 ) は 間 に 受け ず 、 そ の 様 な 約束 (宣言 ) を 聞い た 瞬間 、 

その 約束 (宣言 ) を し た 人 を 「 虚 言 (狂言 ) 癖 」 を 持っ た 人 、 あ る い は 「 ハ ッ タ リ か まし 」 
と 見 な し て し まい 、 そ の 人 を ( 心 の 底 か ら ) 信用 し な く な り ま す 。 

で すか ら 、 唯 一 、「 死 ぬ 」 約 束 (宣言 ) を し た 人 が 信用 を 回 復 で きる の は 、 

その 人 が 本 当 に 死ん だ 時 (特に 、 約 束 (宣言 ) し た 通り の 死に 方 を し た 時 ) だ け な の で す 。 
死な な い 限 り 、 そ の 人 は 「 ハ ッ タ リ か まし 」 の 閣 印 を 押さ れ た まま な の で す 。 

さて 、 私 が 「 死 ぬ 」 約 束 (宣言 ) を し た 時 、 私 は 本 気 で そう 思い 、 

相手 を 騙し た り 欺 いた り し よう と いう 気 は 毛頭 あり ませ ん で し た 。 

で すか ら 、 

その 私 の 「 誠 実 (まこ と ) 」 を 示し 、 私 が 「 ハ ッ タ リ か まし 」 で な いこ と を 証明 する に は 、 
「 す べ て を 終え た 」 今 、 こ の 世 を 去る 以外 に 方 法 は あり ませ ん 。 


ス 





そし て 、 私 は 「 ハ ッ タ リ か まし 」 と 思わ れ た まま で も 良い か ら 生 き 続 けた い 、 

と は 思い ませ ん 。 

(上 で も 述べ た 様 に 、 そ も そ も 私 に と っ て は 「 た だ 生き る 」 だ け で も 辛い し 、 

私 は 「 生 きる 」 事 も 「 死 ぬ 」 事 も 同様 な 単なる 「 事 象 」 に すぎ な いと 思っ て お り ま す の で 、 
「 生 きる 」 事 に 「 死 ぬ 」 事 以上 の 価値 が ある と も 思い ませ ん 。) 


そん な 訳 で 、 私 は 「 今 、 こ の 世 を 去る 」 こ と を 選ぶ の で す 。 


も し 、 
こん な 私 を 「 わ が まま だ 」 と お っ し ゃ る な ら 、 そ れ は 真琴 に 受け 止め あま しょう 。 


し か し な が ら 、 そ ん な 「 わ が まま な 」 私 が 

これ 以上 生き 続け て も 社会 の 迷惑 に な か る だ け で し ょ うか ら 、 
や は り 、 

で きる 限り 早く この 世 を 去っ て 社会 の 「 重 荷 」 で な く な る 事 こ そ が 、 
(既に 「 最 後 の 研究 プロ ジェ クト 」 を 終え 、 ま た 、 

手記 の 電子 文書 化 や プレ ゼン ファ イル 化 も 完成 し た ) 

私 に で きる 「 社 会 へ の 最後 の 貢献 」 

だ と 思い ます 。 


今回 は 、 改 め て 文科 省 や マス コミ に 知ら せる 様 な 真似 ほし ませ ん 。 

た だ し 、 前 回 (2020/10/30) 知ら せ た の が まだ 「 生 き て 」 い る か どう か は 

私 に は 分 か り ま せん 。 

も し 文科 省 や NHK や 朝日 新聞 社 等 か ら の 問い 合わ せ が あ っ た ら 、 適 宜 ご 対応 頂け た ら 幸 いで す 。 


私 も 気付 け ば 既に 5 0 歳 を 過ぎ 、 

お 世辞 に も 「 若 者 」 と は 言え な い 身 と な っ て し まい まし た 。 

これ まで の 間 、 お 世話 に な っ た 父上 兄 上 姉 上 や 親類 そし て 知人 の 方 々 に 
改め まし て 感謝 を 申し 上 げ ま す 。 


それ で は 、 

天気 や 気温 が 目まぐるしく 変わ る 季節 に な り ま し た が 
どう か くれ ぐれ も お 身体 お 大 事 に 、 

また 、 新 型 コ ロナ に も 十分 に お 気 を つけ て お 過ごし 下さ い 。 


未 筆 な が ら 、 

父上 兄 上 姉 上 を は じ め 家 族 や 親類 そし て 知り 合い の 皆様 方 の ご 健康 と ご 多幸 を 、 
そし て 、 江 澤 家 ゆか り の 仏 様 た ちの 安らか な る ご 冥福 を 、 

心から お 祈り 申し 上 げ ま す 。 


これ まで 本 当 に あり が と う ご ざ いま し た 。 


深 
相 


2021 年 5 月 9 日 (日 ) 


江 澤 潔 


